
0 0ハ は
イ じ

現 ハ ・ め 目
イ代 イ ンヾ  に
の ・ ア  次
伝 バ t

承 ア チ

バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

早

夕i l

ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

―
―
起
義
に
参
軍
し
た
諸
将
の
伝
承
を
中
心
に
―
―

ュ
ン
の
伝
承

・
チ
ュ
ン
の
伝
承
に
関
す
る
漢
籍
史
料

二
、
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
指
標
下
の
諸
将
の
伝
承

０
　
諸
将
に
関
す
る
史
料

０
　
地
域
分
布

０
　
伝
承
内
容
の
検
討

三
、
ハ
イ

・
バ
ァ
・
テ

ュ
ン
の
伝
承
と
諸
将
の
伝
承

お
わ
り
に

は

じ

め

に

東
漢
の
郡
県
支
配
体
制
下
に
あ

っ
た
今
日
の
ブ

ェ
ト
ナ
ム
北
鄭
地

ト
ナ
ム
は
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
至
る
ま
で
幾
度
と
な
く
外
国
の
侵

略
に
道

っ
て
き
た
。
こ
う
い
うク
た
歴
史
的
過
程
の
中
で
、
ヴ

ェ
ト
ナ

ム
の
人
々
が
二
徴
を
古
の
英
雄
と
し
て
伝
承
し
て
き
た
、
と
す
る
の

は
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
尚
、
こ
こ
で
な
ぜ
小
論
を
成
す
か
と
言

え
ば
、
こ
の
英
雄
伝
承
の
在
り
方
を
筆
者
な
り
に
確
認
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
姉
妹
の
指
揮
下
で
東
漢
軍
と
闘

っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
論
粥
の
伝
承
を
手
掛
り
と
し
て
、
何
ら
か
の
答
え

を
出
し
た
い
と
思
う
。

一
、　
ハ
イ

・
バ
ァ

・
テ

ュ
ン
の
伝
承

０

ハ
イ
　
バ
ァ
・
チ

ェ
ン
の
伝
承
に
関
す
る
漢
籍
史
料

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
に
と

っ
て
の
初
め
て
の
正
史
は
、
陳
の
太
宗
の
命
に

従

っ
て
、
　
〓

一七
二
年
、　
動
林
院
学
士

兼

図
士
院
監
修
黎
文
休
が

「
大
越
史
記
』
を
編
集
し
た
、
と
い
う
が

『
大
越
史
記
』
は
そ
の
ま

ま
の
形
で
は
現
在
伝
わ
ら
ず
、
黎
文
休
よ
り
約
二
世
紀
後
れ
た

一
四

七
九
年
、
黎
の
聖
宗
の
命
に
よ
り
薩
部
右
侍
郎
朝
列
大
夫
兼
園
子
監

司
業
兼
史
官
呉
士
連
が

『
大
越
史
記
』
を
踏
ま
え
て

『
大
越
史
記
全

童
屋

（以
下
、
『
全
書
』
と
略
記
）
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
が
現
在
実
見

で
き
る
最
も
古
い
正
史
と
な
っ
て
い
死
。

『
全
書
』
に
は
、　
或
る
事

項
を
記
し
た
後
に
、
黎
文
休
と
呉
士
連
の
名
で
、
そ
の
事
項
に
つ
い

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

乾独
　
　
主大

域
の
人
々
が
、
徴
側

・
徴
弐
姉
妹
を
首
領
と
し
て
起
義
の
旗
を
揚
げ

た
の
は
、
西
暦
四
〇
年
の
春
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
起
義
は
そ
の
中
心

地
交
趾
郡
か
ら
瞬
く
間
に
近
隣
の
九
真

・
日
南

・
合
浦
各
郡
に
波
及

し
、
時
の
交
趾
太
守
蘇
定
は
遂
に
出
奔
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。
こ
こ

に
ブ

ェ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
は
東
漢
の
支
配
か
ら
脱
し
、
チ

ュ
ン

・
テ

ャ
ク
が
王
を
自
称
す
る
に
至

っ
て
、
独
立
政
権
を
樹
立
し
た
の
で
あ

っ
た
。
が
、
二
年
後
漢
帝
光
武
は
、
名
将
馬
援
を
伏
波
将
軍
に
任
じ
、

「
反
乱
」
の
鎮
圧

へ
と
乗
り
出
し
、
四
三
年
正
月
、
二
徴
姉
妹
は
新

嬉
メ
再
び
こ
の
地
域
は
東
漢
の
支
配
に
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。

文
献
史
料
に
拠
る
限
り
、
中
国
に
対
し
て
最
初
の
大
規
模
な

「
反

乱
」
を
指
導
し
た
こ
の
姉
妹
は
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン

（
二
徴
夫

人
）
と
呼
ば
れ
、
起
義
後
二
千
年
を
経
た
今
日
で
も
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム

の
英
雄
と
し
て
長
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
二
徴
出
現
以
降
も
ヴ

ェ

て
評
文
を
載
せ
て
お
り
、　
〓
二
世
紀

，
一
五
世
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
生
き

た
二
人
の
歴
史
観
を
規
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
『
全
書
』

外
紀
巻
之

三
徴
女
王
紀
の
記
事
の
後
は
こ
う
で
あ
る
。
（傍
点
は
筆
者
）

黎
文
休
曰
く
。
徴
側

・
徴
式
は
女
子
な
が
ら

一
た
び
呼
べ
ば
、
九

強をぅ的輛王．雑舗親紳端球豹鉄勢わ勅韓姥舶取探賊がい的一

我
が
越
の
形
勢
覇
王
の
業
を
致
す
に
足
る
を
。
惜
し
い
か
な
、
絶

の
後
を
縫
ぎ
、
以
て
呉
氏
の
前
に
至
る
千
餘
年
の
間
、
男
子
徒
ら

取
却
柳
啄
埠
的
【
和
棄 人、
つ
梨
典
諦
拘
可
（
、

岬
貨
の
二
徴
の
女
子
に
悦

黎
文
休
は
、
二
徴
は
女
子
に
し
て
容
易
に
我
が
越
南
の
政
権
を
作

り
上
げ
た
と
い
う
の
に
、
遇

ゥ
ぽ
の
後
か
ら
呉
権
の
独
立
に
至
る
ま

で
の
間
、
男
子
は
た
だ
低
頭
束
手
し
て

「
北
人
」
の
巨
僕
と
な
っ
て

い
た
。
あ
あ
な
ん
と
無
責
任
な
こ
と
か
、
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

固
よ
り

『
大
越
史
記
』
は
、
元
軍
の
侵
略
に
遭

っ
て
、　
北

の
大

国

（中
国
）
に
対
す
る
闘
争
意
識
が
高
揚
し
た
時
期
に
編
集
さ
れ
た
と

い
う
背
景
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
点
一は
、
「
北
人
」
と
い
う
語

に
如

確確薪昧効熊い悔庁つお（ェは，一の確却卿，こ話庫巾ば納均工を践
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ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
Ｑ
こ
義
の
伝
示

（早
川
）

元
抗
戦
の
さ
中
に
あ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
男
子
の
戦
闘
意
欲
を
掻
き
立

て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
対
元
意
識
は
、
『後
漢
書
』
馬
援

・
南
蛋
西
南
夷
列
得

に

は

ぼ
依
拠
し
な
が
ら
も
、
列
俸
で
は

「
賊
」
と
呼
ば
れ
る
姉
妹
を

「
王
」

と
尊
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

黎
文
休
の
評
文
に
続
い
て
、
呉
士
連
の
評
文
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

史
臣
呉
士
連
国
く
。
徴
氏
は
漢
守
の
虐
を
憤
り
、
胃
を
奮

っ
て

一

た
び
呼
べ
ば
、
我
が
越
の
図
統
を
復
び
合
わ
す
る
に
幾
し
。
其
の

英
雄
の
氣
柴
は
、
あ
に
凋
り
生
時
に
於
て
、
図
を
建
て
王
を
補
す

る
の
み
な
ら
ず
、
没
後
能
く
文
を
揮
ぎ
患
を
禦
ぐ
。
凡
そ
文
傷
水

早
に
遭
ふ
と
き
、
之
れ
に
薦
れ
ば
應
ぜ
ざ
る
は
無
し
。
徴
の
妹
も

亦
然
り
。
蓋
し
女
な
が
ら
、
士
行
有

っ
て
、
其
の
雄
勇
の
氣
、
天

地
の
間
に
在
り
、
身
を
没
し
て
も
な
お
消
ゆ
る
こ
と

（
有
”
ざ
る
也
。

大
文
夫
あ
に
其
の
剛
直
正
大
の
氣
を
養
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。

こ
こ
で
呉
士
連
が
強
調
し
て
い
る
の
は
第

一
に
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・

チ

ュ
ン
が
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の

一
国
と
し
て
の
伝
統
を
再
び
齋
ら
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
呉
士
連
の
生
き
た
時
代
も
黎
文
休
と
同
じ
よ

う
に
、
中
国
と
の
対
立
関
係
を
窺
わ
せ
る
。　
一
四
二
八
年
、
明
軍
を

撃
破
し
て
漸
く
独
立
を
勝
ち
得
た
と
い
う
時
代
背
景
の
下
で
、
呉
士

連
は
二
徴
の
起
義
に
深
く
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
呉
士
連
は
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
】
チ
ェ
ン
の

「
英
雄
の
氣
柴
」

は

「
没
後
」
に
お
い
て
も
消
え
る
こ
と
な
く
、
災
い
を
防
ぎ
、
災
難

に
遭

っ
た
時
に
は
、
姉
妹
に
祈
れ
ば
必
ず
応
じ
て
く
れ
る
の
だ
、
と

述
べ
る
。　
こ
れ
に
つ
い
て
は

『
岩
旬
幽
霊
集
』

（以
下

『
幽
霊
集
」

と
略
記
）
の

「
徴
聖
王
」
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
幽
霊
集
』
は
、
奉
御
安
遅
路
悪
連
使
李
済
川
が
編
集
し
た
も
の

で
あ
り
、　
〓
壬

一九
年
の
彼
の
序
に
拠
れ
ば

「
我
が
越
南
に
は
古
く

か
ら
傑
出
し
た
英
雄
が
い
て
、
そ
れ
ら
英
雄
は
死
後
来
世
に
お
い
て

も
霊
威
を
振

っ
て
い
る
。
ま
た
山
川
の
霊
験
あ
る
精
霊
も
多
い
。
こ

れ
ら
を
編
集
し
書
と
成
す
。
」
と
い
う
。

『
幽
顛
集
』
に
は
、

「
腔
代

人
君
」
七
、

「歴
代
入
巨
」

十
一

（
以
上
、
英
雄
）
、

「浩
氣
英
轟
」

十

（山
川
の
精
霊
）
の
事
跡
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の

「
歴
代
入
君
」
の

六
番
目
に

「
徴
聖
王
」
即
ち

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
が
い
る
。
こ
の

記
述
内
容
は
、
起
義
の
始
末
を
述
べ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

（括
弧
内
は
筆
者
）

国
人
之
れ
を
哀
み
、
桐
を
立
て
て
之
れ
を
祀
る
。
歴
代
尊
ん
で
福

神
と
為
す
、
祠
は
喝
江
の
上
に
在
り
、
李
の
英
宗
の
時
、
大
早
に

因

っ
て
浄
戒
禅
師
に
命
じ
雨
を
蒔
ら
し
む
。
涼
氣
人
を
襲
ふ
。
帝

（英
宗
）
慢
寝
に
、
二
女
、
芙
恭
一の
冠
、
緑
の
衣
帯
、
雨
に
駕
し

て
末
る
を
見
る
。
帝
怪
し
み
て
之
れ
に
問
う
。
答

へ
て
国
く
、
帝

は
即
ち
徴
氏
姉
妹
也
。
玉
市
の
命
を
奉
じ
て
行
雨
し
て
末
た
る
。

帝
ま
す
ま
す
風
を
作
さ
ん
こ
と
を
請
う
。
手
を
挙
げ
て
之
れ
を
止

む
。
帝
覚
む
。
命
じ
て
祠
を
修
し
祭
を
致
さ
し
む
。
尋
で
命
じ
て

京
師
に
迎
回
し
、
雨
輔
堂
を
建
て
て
奉
祀
せ
し
む
。
後
に
又
命
じ

て
祠
を
抜
外
に
立
て
、
霊
貞
二
夫
人
と
枚
封
す
。
陳
の
重
興
四
年
、

姉
を
封
じ
て
威
烈
夫
人
と
為
し
、
妹
を
敬
勝
夫
人
と
為
す
。
興
隆

二
十

一
年
、
姉
夫
人
に
純
貞
の
二
年
を
、
妹
夫
人
に
保
順
の
二
字

（８
）

を
加

ふ
。

こ
れ
に
拠
る
と
、　
ハ
イ

。
バ
ァ
】
チ

ュ
ン
の
死
を
哀
れ
ん
だ

「囲

人
」
が
姉
妹
を
祀
る
祠
を
立
て
、
歴
代
に
亘

っ
て

「福
神
」
と
し
て

尊
ん
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
場
合
、
「
図
人
」

と
は
起
義
の

地
域
の
人
々
を
指
し
、
「福
神
」

と
は
幸
福
を
斎
す
神
の
こ
と

で
あ

Ｚつ
。李

の
英
宗

（在
位
、　
一
〓
二
七
で
七
五
年
）
の
早
天
に
際
し
て
の

雨
乞
い
の
祈
祷
と
帝
の
夢
物
語
が
前
述
呉
士
連
の
評
文
の
拠
る

一
資

料
で
あ
る
。
即
ち
二
姉
妹
は
、
「
没
後
」

に
及
ん
で
も

ヴ

ェ
ト
ナ
ム

が
何
ら
か
の
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
は
霊
験
を
発
揮
す
る
。
そ
の

霊
験
に
因

っ
て
、
時
の
為
政
者
英
宗
が
親
ら
二
姉
妹
の
祭
祀
を
命
じ
、

勅
封
に
よ
っ
て
号
名

「
霊
貞
大
人
」
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

お
い
て
そ
れ
ま
で
地
域
の
福
神
だ

っ
た
ハ
イ

。
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
が
国

家
と
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
こ

の
よ
う
な
察
祀
は
続
く
。
そ
れ
が
、
重
興
四

（
一
二
八
八
）
年
、
興

隆
二
十

一

（
一
三

一
一３

年
の
号
名
勅
封

・
加
封
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
勅
封
　
加
封
は
、
何
も
二
徴
だ
け
に
限

っ
た
も
の
で
は
な
く
、

『
幽
霊
集
』
所
収
の
全
福
神
も
受
け
て
い
る
。
然
も
、
勅
封

・
加
封

は
重
興
元

（
一
二
八
五
）
年
、
重
興
四
年
、
興
隆
二
十

一
年
の
年
で

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

あ
る

（表
１
１

『
岩
句
幽
無
集
』
１
２８
神
の
年
代
別
勅
封
名
称
―
を

参
照
）
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、　
度
重
な
る
元
軍
の
侵
略
、　
占
城
と
の

緊
張
関
係
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
霊
験
あ
る
福
神
た
ち
は
、

祖
国
存
亡
の
危
機
に
際
し
て
も
霊
威
を
振
う
と
い
う
こ
と
が

『．幽
霊

集
』
か
ら
窺
わ
れ
、　
延
い
て
は
ハ
イ

・
バ
ァ

・
チ

ュ
ン
も

『
幽
霊

集
』
編
纂
時
点
で
、
為
政
者
側
に
よ
っ
て
霊
験
が
認
め
ら
れ
た
福
神

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
は
、
は
じ
め
地
域
拍
だ

祭

祀
さ
れ
て
い
た
が
、
号
名
の
勅
封

・
加
封
、
正
史
に
お
い
て
は

「
徴

（１０
）

女
王
紀
」
と
い
う
項
目
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
次
第
に
国

家
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い

っ
た
。
で
は
現
代
に
お
い
て
は
如
何
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

０
現
代

の
伝
承

筆
者
が
入
手

で
き
た

ハ
イ

・
バ

ァ

・
チ

ェ
ン
の
伝
承
に
関
す
る
ヴ

（
１１
）

ェ
ト
ナ
ム
語

文
献

は
、
『
チ

ュ
ン
女
王
伝
説
』
公

九
七
六
年
刊
）
、

（
・２
）

司
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
女
神
伝
」
公

九
八
四
年
刊
）
で
あ
る
。

前
者
は
、
「民
間
文
芸
協
会
」
及
び

「
ブ
ィ
ン

・
フ
ー
文
化
局
」

が
鬼
集
し
た
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
と
こ
れ
に
関
係
す
る
諸
将
に
つ

い
て
書
か
れ
た
文
献
、
そ
の
廟
の
実
地
調
査
報
告
と
民
間
伝
承
を
基

に
、
ブ
ィ
ン
・
フ
ー
省
内
に
あ
る
諸
伝
説
を
収
録
し
て
い
る
。　
一
九

七
三
年
の
パ
リ
協
定
成
立
を
受
け
て
、
ブ
ィ
ン
・
フ
ー
省
の
人
々
の
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ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

抗
米
闘
争

へ
の
意
識
鼓
舞
の
た
め
に
、
歴
史
的
英
雄
を
紹
介
し
た
、

と
本
書
の
序
は
述
べ
て
い
る
。

後
者
は
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
太
陽

・
月
等
の
自
然

神
と
歴
史
的
女
性
英
雄
を
七
五
神
蒐
集
し
た
神
話
集
で
あ
る
。
そ
の

序
文
の
末
尾
に
は

「
こ
の
神
話
集
は
、
現
代
の
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の
女
性

が
輝
や
か
し
い
過
去
の
女
性
像
に
触
れ
、
社
会
主
義
建
設
に
当
た

っ

て

一
層
奮
起
で
き
る
よ
う
願

っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で

あ

る
。」
と

あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
両
書
と
も

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
と
諸
将
を
題

材
に
と

っ
て

一
体
何
を
読
者
に
訴
え
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が

凡
そ
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。　
一
般
読
者
を
対
象
と
し
た
こ
の
二
文
献

で
は
、
典
拠
に
責
任
を
持

つ
必
要
は
な
く
、
資
料
の
切
り
貼
り
即
ち

都
合
の
よ
い
箇
所
の
選
択
が
容
易
と
な
る
。
で
は
、
現
代
に
必
要
な

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ェ
ン
伝
承
と
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
歴
代
史
料

の
何
が
残
り
何
が
新
た
に
加
わ

っ
た
も
の
な
の
か
。
両
書
に
お
け
る

二
徴
の
記
述
は
凡
そ
次
の
よ
う
な
筋
立
て
を
と
っ
て
い
る
。

●
起
義
前
史
。
〇
二
徴
の
出
自
。
ｅ
蘇
定
に
よ
る
チ

ュ
ン

・
チ
ャ

ク
の
大
テ
ィ
　
サ
ク
の
殺
害
。
い
起
義
の
準
備
。
●
起
義
①
蘇
定
逃

走
、
②
独
立
、
⑤
馬
援
出
障
、
０
カ
ム

，
ケ
に
お
け
る
敗
死
。
内
祠

の
建
設
。
０
李
の
英
宗
の
夢
物
一語
。
の
現
在
の
祭
祀
。
（０
０
は
『
チ

ュ
ン
女
王
伝
説
』
の
み
記
載
）

０
２
０
は
前
節
の

『
全
書
』
の
評
文
そ
の
他
の
史
料
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
０
２
０
、
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一け
で
は
、
約
四
千
年
前
、
現
在
の
北
部
地
域
が
雄
王
に
よ
っ
て
文

郎
国
と
し
て
初
め
て
統

一
さ
れ
た
こ
（理
を
述
べ
、
文
郎
国
滅
亡
の
後
、

続
い
て
紀
元
前

一
十
一
年
に
西
漢
の
郡
県
支
配
に
屈
し
て
よ
り
独
立

が
喪
わ
れ
、
蘇
定
が
交
趾
郡
に
赴
任
し
て
く
る
と
そ
の
支
配
は
苛
叙

詠
求
を
究
め
た
と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
か
ら
ハ
イ

・
バ
ァ

・
チ

ュ
ン
出
現
の
必
然
性
は
生
み
出
さ
れ
る
が
、
更
に
そ
の
必
然
を

韓脚識晦齢抱雑詢れば的胸在鞠均地噛稲い崎／るェ争ナ世ムつ韓

位
を
継
承
し
た
雄
家
は
第

一
八
代
雄
塔
に
至
っ
て
王
位
を
譲
る
男
子

が
絶
え
た
。
そ
こ
で
蜀
　
粋
に
王
位
を
譲

っ
た
が
、
雄
塔
の
死
後
、

蜀
斧
が
雄
氏
の
再
興
を
恐
れ
て
雄
氏

一
族
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
噂
が
流
れ
た
。
そ
の
た
め
雄
氏

十
族
の
多
く
は
姓
を
改
め
各

軸姉へ卿卿知韓あ（。靭一津数
ユ「姓蜘計酔靖中却鵬醜『定筆葬りば残

紀
に
拠

っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
二
徴
が
雄
氏

一
族
で
あ
る
と
い
う

記
述
は
無
い
。
こ
の
出
自
説
明
記
事
が
、
現
代
の
伝
承
で
は
大
き
な

役
割
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
で
あ
る
か
ら
、
０
で
述
べ
ら
れ
る
テ
ュ

ン

・
チ
ャ
ク
の
大
テ
ィ

・
サ
ク
の
死
は
、
こ
こ
で
は
起
義
の
直
接
的

理
由
と
は
な

っ
て
も
、
原
因
と
し
て
は
二
次
的
な
重
み
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
の
の
起
義
の
準
備
に
当

た

っ
て

の

「
ハ
ト

・
モ

ン
に
お
け
る
旗
揚
げ
の
儀
式
」
の
段
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
　
Ｅ

同
は
ハ
ト

・
モ
ン
で
旗
揚
げ
の
儀
式
を
行
な

っ
た
。
そ
こ
で
チ

ュ
ン

・
チ
ャ
ク
は
国
の
た
め

，
民
の
た
め
に
誓
詞
を
公
に
し
た
。　
一
、
国

恥
を
雪
が
ん
こ
と
を
請
う
。
二
、
雄
氏
の
昔
業
を
再
び
齋
さ
ん
こ
と

を
請
う
。
三
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
夫
は
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
よ
う
。

四
、
こ
の
公
令
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
請
う
。塙
と）
」
。
こ
の
段

は

『
天

南
語
録
』
に
典
拠
す
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
実
現
し
た
こ
と

が
な
い
。
ホ
ア
ン

・
ス
ア
ン

・
ハ
ン
氏
に
よ
る
と

『
天
南
語
録
』
は
、

嘉
隆
帝

（在
位
、　
一
八
〇
二
せ

一
九
年
）
に
編
纂
さ
れ
、
鴻
厖
か
ら

属
明

（
期
携
で
、　
嘩
哺
文
字
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た

歴
史
叙
事
詩
で
あ

る
と
い
う
。
筆
者
の
見
た
限
り
、
他
の
漢
籍
史
料
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
記
述
が
な
ぜ

『
天
南
語
録
』
に
の
み
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
だ
が
、
こ
の
段
が
こ
う
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
理
由
は

「
誓
詞
」

の
内
容
を
吟
味
す
れ
ば
推
測
は
付
く
。
起
義
の
名
目
と
は
何
か
。
そ

れ
は

「
誓
詞
」
の
筆
頭
に
表
わ
れ
て
い
る
。
「国
恥
」
即
ち
漢

の
支

配
に
屈
す
る
こ
と
で
あ
り
、
独
立
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
が
こ
の
起

義
の
第

一
目
的
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
独
立

へ
の
行
為
は

言
い
換
え
れ
ば
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
建
国
の
祖
＝
雄
氏
の
成
せ
る
業
を
継

ぐ
こ
と
で
も
あ
る
。
然
も
、
既
に
二
徴
は
雄
氏
の
末
喬
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
夫
テ
ィ

，
サ
ク
殺
害
に
対
す
る
私
讐
は
そ
の
後
に
述
べ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
起
義
は
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の
展
開
は
前
節
で
見
た
歴
代

史
料
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
。
現
代
に
伝
わ
る
伝
承
で
は
、
独
立

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

国
家
と
し
て
の
伝
続
回
復
の
た
め
に
起
義
し
、　
一
時
そ
れ
を
成
し
遂

げ
た
が
、
敢
え
無
く
敗
死
し
た
歴
史
的
英
雄

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン

は
、
生
前
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
死
後
も
連
綿
と
し
て
ヴ

ェ
ト
ナ

ム
の
た
め
霊
験
を
発
揮
し
、
そ
の
精
神
は
長
く
称
え
ら
れ
て
現
在
に

至
り
、
最
後
の
の
で
は

「
ヴ
ィ
ン

・
フ
ー
、　
ハ
・
ノ
イ
両
省
に
は
普

く
姉
妹
を
祀
る
廟
が
在
り
、　
一
年
中
香
火
が
絶
え
な
い
」
と
い
う
。

二
、　
ハ
イ

・
バ

ァ

・
チ

ュ
ン
指
揮
下

の
諸
将

の
伝
承

０
諸
将
に
関
す
る
史
料

現
在
の
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
歴
史
学

・
地
理
学
等
に
関
す
る
研

究
動
向
は

『
歴
史
研
究
誌
』
に
拠

っ
て
大
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
誌
の
創
刊

一
九
五
四
年

（創
刊
時
の
名
称
は

『
文
史
地
研
究
し

か
ら

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
起
義
関
係
の
論
文
を
抜
粋
し
て
み
る
と
、

一
九
七
〇
年
代
に
な

っ
て
俄
か
に
そ
の
数
を
増
す
。
ま
た
論
文
内
容

も
七
〇
年
以
前
で
は
、　
起
義
の
概
況
を
述
べ
た
後
、

「
人
民
の
連
帯

継
つ
必
要
」
「愛
国
闘
争

へ
の
意
欲
促
進
」
を
強
調
す
る
だ
け

の
も

の
に
比
べ
て
、
以
降
で
は
デ
ィ
ン

・
ヴ
ァ
ン

・
ニ
ャ
ト
氏
の
よ
う
に
、

歴
史
地
理

（
学
初
分
野
か
ら
、
当
時
の
地
名
比
定

・
戦
場
地
域
の
考
察

魏
で
の
諸
研
究
、
そ
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
諸
将
を
祀
る
廟
の
調

査
等
、
研
究
の
幅
は
広
が
り
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

―- 12 -―- 13 -―

可

ま
〓

ｉ■
や
■
当

ョ
Ｆ

Ｆ
一
≡

ま

＆



ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
》

本
章
で
は
、
こ
の

『
歴
史
研
究
』
誌
に
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
と
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
語
の
民
間
伝
説
集
を
利
用
し
て
、
諸
将
の
伝
承
を
検
討
す

る
。
民
間
伝
説
集
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
各
廟
に
祀
ら
れ
て
い
る

人
物
の
事
跡
を
書
き
留
め
た

「ゥ雑
距
〕
「神
冊
」
「
玉
譜
」
を
典
拠
と

し
て
い
る
箇
所
を
取
り
、
明
ら
か
に
各
文
献
の
執
筆
者
に
よ
っ
て
潤

色
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
は
省
い
た
。

０
地
域
分
布

伝
承
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
諸
将
を
祀
る
廟
の
地
域
分
布
に
つ

い
て
若
干
触
れ
て
お
く
。
前
卸
で
述
べ
た
諸
文
献
を
整
理
す
る
と
、

表
１
２

「
諸
将
の
廟
所
在
地
及
び
人
名
」
の
通
り
と
な
空
。
総
勢

一

八
七
名
の
将
を
祀
る
廟
が
、
ブ
ィ
ン

・
フ
ー
省
の
中
心
か
ら
紅
河
沿

い
に
下

っ
て
ヴ

ェ
ト

，
チ
、
ソ
ン

・
タ
イ
を
経
て
、　
ハ
・
ノ
イ
に
至

る
百
キ
ロ
余
り
の
間
に
集
中
し
、
然
も
ソ
ン

・
タ
イ
か
ら
紅
河
下
流

に
沿

っ
て
は
、
右
岸
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
の
が
分
か
る

（略
図

参
照
）
。

こ
の
廟
分
布
状
況
は
、
起
義
時
の
戦
闘
範
囲
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
二

姉
妹
の
生
地
で
あ
り
起
義
の
拠
点
と
な
っ
た
メ

・
り
（た
、
馬
援
と
の

交
戦
で
敗
退
を
余
姑
撫
く
さ
れ
た
ラ
ン

‘
伝
だ
、
二
姉
妹
の
最
期
の

地
と
な
っ
た
カ
ム

・
ケ
、
こ
の
三
地
域
で
大
規
模
な
戦
間
が
線
り
広

げ
ら
れ
た
。現
在
地
比
定
に
つ
い
て
、多
少
の
異
論
は
あ
る
と
し
て
も
、

メ

・
リ
ン
は
現
イ
エ
ン

・
ラ
ン
付
近
、
ラ
ン

・
バ
ク
は
現
テ
ィ
エ
ン

（
２９
）

・
ズ
ー
付
近
に
そ
の
中
心
が
在

っ
た
と
比
定
さ
れ
る
。
但
し
、
カ
ム

れ ．
争
和
ゎ
〔

・ て
弗
妃
秒
っ
い
中

・ ィ
的
‐ 東
（弛

ば
的
幹
斜
ゆ
中
帥
静
一巾
翔

り
、
筆
者
は
そ
の
い
づ
れ
と
も
確
定
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
扱
う
問

題
に
関
し
て
は
、
カ
ム

・
ケ
が
前
記
の
い
づ
れ
に
比
定
さ
れ
よ
う
と

三
地
域
と
も
紅
河
右
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
廟
の
集
中
地
域
範
囲
内

に
あ
る
の
で
、
諸
将
の
伝
承
を
持

つ
地
域
も
大
概
、
起
義
を
意
↓識
し

た
広
が
り
を
持

つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

●
伝
承
内
容
の
検
討

利
用
し
た
文
献
か
ら
略
伝
を
得
ら
れ
た
の
は
仕
か
四

十
将
二
七
伝

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
略
伝
か
ら
諸
将
の
伝
承
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
を

浮
か
び
北
Ｗ
ヤ
対
オ
勅
主
（
ず
ば
略
伝
の
例
と
し
て
二
伝
を
挙
げ
る
。

今
日
の
ブ
ィ
ン

・
フ
ー
省
フ
ー

・
エ
ン
県
フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社
に
、

苦
、
ブ

・
チ
ャ
ト
と
ホ
ア
ン

・
テ
ィ

，
マ
ウ
と
い
う
夫
婦
が
い
た
。

ブ
家
は
富
豪
と
し
て
名
が
あ
り
、
ま
た
代
々
薬
車
に
精
通
し
て
い
て
、

常
に
薬
草
採
り
に
三
六
州
を
廻
り
歩
い
て
い
た
。

マ
ウ
夫
人
は
、
辛
丑
の
年
八
月

一
五
日
に
美
し
い
女
の
子
を
「生
み
、

夫
婦
は
そ
の
娘
を
テ

ュ
ッ
ク

（淑
）
と
名
付
け
、
大
層
慈
し
ん
で
育

て
た
。
テ

ュ
ッ
ク
は

一
六
歳
に
な
る
と
、
美
貌
に
し
て
、
学
ん
で
は

諸
子
百
家
に
通
暁
し
、
武
は
六
籍
三
略
を
巧
に
し
た
。
人
々
は
皆
敬

服
し
て

「
仙
女
世
に
下
る
」
メ
一崇
拝
し
た
。

テ

ュ
ッ
ク
、　
Ｔ
八
歳
の
時
、
そ
の
才
色
兼
備
の
噂
を
聞
い
た
ナ
ム

・
チ
ャ
ウ
郡
の
郡
将
、
時
に
二
〇
歳
の
フ
ァ
ム

・
ザ
イ
ン

・
フ
ァ
ン

が
、
ヴ
家
に
テ

ュ
ッ
ク
と
の
婚
姻
を
申
し
込
ん
だ
。
ブ
公
は
彼
の
人

柄
を
見
て
、
テ

ュ
ッ
ク
を
嫁
に
や
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
漢
の
大
守
蘇
定
も
テ

ュ
ッ
ク
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
、
ヴ

公
を
首
府
に
呼
び
寄
せ
、
宴
を
設
け
て
歓
待
し
な
が
ら
テ

ュ
ッ
ク
と

の
婚
姻
を
通

っ
た
。
ブ
公
は
、
テ

ュ
ッ
ク
が
既
に
結
婚
し
た
こ
と
を

告
げ
、
そ
の
申
し
出
を
断
わ

っ
た
。
蘇
定
は
こ
れ
を
聞
く
と
大
い
に

憤
り
、
ナ
ム

・
チ
ャ
ウ
郡
に
使
者
を
送
り
、
フ
ォ
ン
を
召
喚
し
て
殺

害
し
、
宴
中
に
ヴ
公
も
殺
し
た
。
そ
れ
か
ら
蘇
定
は
、
数
百
の
兵
を

フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社
に
追
わ
し
、
テ

ュ
ッ
ク
を
奪
う
よ
う
命
じ
た
。

凶
報
を
受
け
た
テ

ュ
ッ
ク
は
、
激
し
く
漢
賊
を
恨
み
、
す
ぐ
に
家

人
に
命
じ
て
母
を
連
れ
て
避
難
さ
せ
、
自
ら
は
剣
を
取

っ
て
漢
賊
の

来
襲
を
待
神
北
ダ
控
観
が
来
る
と
、
数
十
の
賊
を
斬
り
、
そ
の
包
囲

を
破

っ
て
天
　
　
徳
江
岸
に
走
り
、
舟
に
乗

っ
て
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
村

の
或
る
古
廟
に
身
を
潜
め
た
。

そ
の
夜
、
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
村
の
誰
も
が
同
じ
夢
を
見
た
。
城
陛
神

が

「村
の
古
廟
に

一
人
の
女
神
が
休
ん
で
い
る
。
す
ぐ
に
そ
の
廟
に

行

っ
て
祥
み
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
恩
恵
を
得
る
だ

ろ

う
。
」

と
告
げ
た
夢
だ

っ
た
。
朝
に
な
っ
て
村
の
人
々
が
廟
を
訪
ね
て
み
る

と
、
果
た
し
て
三
宝
殿
に

一
人
の
女
性
が
両
手
に
剣
を
握

っ
た
ま
ま

史
苑
六
第
四
九
巻
第
二
号
）

眠

っ
て
い
た
。
村
の
人
々
に
気
付
い
た
テ

ュ
ッ
ク
は
、
彼
ら
を
蘇
定

一
味
と
勘
違
い
し
、
剣
を
振
り
易
し
た
。
慌
て
た
村
人
た
ち
は
、
即

座
に
階
段
を
降
り
て
テ

ュ
ッ
ク
に
夢
の
話
を
し
た
。
テ
ュ
ッ
ク
は
自

分
の
無
礼
を
託
び
、
自
分
が
な
ぜ
彼
ら
を
殺
そ
う
と
し
た
か
を
一説
明

し
た
。
テ
ュ
ッ
ク
の
話
を
聞
い
た
人
々
は
、
残
酷
な
蘇
定

一
味
に
激

怒
し
、
皆
が
テ

ュ
ッ
ク
の
家
来
に
な
る
こ
と
を
請
い
、
テ

ュ
ッ
ク
を

迎
え
て
世
話
す
る
こ
と
に
し
た
。

数
ケ
月
す
る
と
、
テ
ュ
ッ
ク
は
村
の
人
々
に
、
父
と
夫
の
仇
を
討

つ
た
め
に
廟
に
入
り
、
周
囲
の
家
族
を
集
め
て
武
芸
の
訓
練
を
さ
せ

兵
糧
も
蓄
え
、
来
た
る
べ
き
時
に
臨
み
た
い
と
相
談
し
た
。
人
々
は

皆
喜
ん
で
そ
れ
に
応
じ
た
。
テ
ュ
ッ
ク
は
そ
こ
で
、
尼
僧
に
成
り
す

ま
し
て
廟
に
入
り
、
家
族
を
集
め
、
兵
糧
を
蓄
え
た
。
次
第
に
彼
ら

は
勢
力
盛
ん
な

一
党
を
形
成
す
る
に
至
り
、
テ

ュ
ッ
ク
は
バ
ト

・
ナ

ン

（撥
難
）
大
将
軍
と
名
乗

っ
た
。

こ
の
時
、
大
守
蘇
定
の
賓
暴

・
残
忍
さ
に
憤
怒
し
て
い
た
の
は
テ

ュ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
四
方
で
義
士
が
挙
兵
し
て
い
た
。
チ

ュ
ン

姉
妹
が
峯
州
で
起
義
し
、
各
地
に
義
兵
を
募
る
激
を
飛
ば
す
と
、
大

勢
が
激
に
応
じ
て
チ

ュ
ン
姉
妹
の
許
に
集
ま

っ
て
き
た
。

倣
は
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
村
に
も
至

っ
た
。
テ

ュ
ッ
ク
は
、
チ

ュ
ン
姉

妹
の
方
徳
を
測
り
兼
ね
、
そ
の
檄
に
応
じ
る
か
否
か
迷

っ
て
い
た
或

る
夜
、
夢
を
見
た
。
青
旗
を
掲
げ
た

一
女
神
が
舞
い
降
り
て
き
て
、

そ
の
旗
に
記
さ
れ
て
い
る
四
旬
を
指
し
示
し
た
。

を
奮
堪
葺
８
群
誓
督
台
卜ｔ
台
毒
理
ｆ
寝
一一せ
壬
お
車
～
材
穏
立
辞
ぷ
が
申
球
慰
習
エ
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イ

・
バ
ァ
，
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

女
兵
女
将

（女
兵
ア
リ
女
将
ア
リ
）

天
以
定
名

（
天
以
テ
名
ヲ
定
ム
）

勿
可
独
立

（独
立
ス
可
キ
勿
ケ
レ
バ
）

事
乃
不
成

（事

ハ
乃
チ
成
ヲ
ザ
ラ
ム
）

テ

ュ
ッ
ク
は
目
覚
め
る
と
直
ち
に
、
兵
を
整
え
て
チ

ュ
ン
姉
妹
の

許

へ
馳
せ
、
姉
妹
に
拝
謁
し
た
。
姉
妹
は
、
テ
ュ
ッ
ク
が
才
智
有

っ

て
勇
敢
で
あ
る
の
を
見
て
取
り
、
大
変
に
喜
ん
で
迎
え
入
れ
、
前
軍

督
領
と
為
し
た
。

テ
ュ
ッ
ク
は
漢
賊
と
の
間
い
で
百
戦
百
勝
し
、
蘇
定
は
遂
に
逃
亡
。

チ

ュ
ン

・
チ
ャ
ク
は
三
位
に
即
い
た
。
チ

ュ
ン
女
王
は
、
テ

ュ
ッ
ク

の
労
を
塙

っ
て
、
チ
ン

・
テ
ュ
ッ
ク

（貞
淑
）
公
主
と
為
し
、
テ
ィ

エ
ン

・
ラ
村
を
食
邑
と
し
て
与
え
た
。
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
村
の
人
々
は
、

テ
ュ
ッ
ク
の
お
蔭
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
感
謝
し
た
。

そ
の
天
下
太
平
の
頃
、
テ
ュ
ッ
ク
は
チ

ュ
ン
女
王
に
許
可
を
得
て
、

故
郷
の
フ
ォ
ン

。
ロ
ウ
村

へ
帰
り
、
母
や
親
し
か

っ
た
人
々
を
訪
ね

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
宴
席
に
漢
が
馬
援
将
軍
を
遣
わ
し
て
再
び
来

侵
し
た
、
と
い
う
報
が
届
い
た
。
テ

ュ
ッ
ク
は
す
ぐ
さ
ま
、
チ

ュ
ン

女
王
の
援
助
に
向
か
い
、
姉
妹
と
共
に
賊
軍
と
戦

っ
た
。

し
か
し
、
姉
妹
は
力
尽
き
て
、
カ
ム

・
ケ
に
退
き
、
山
に
消
え
去

っ
た
。
テ
ュ
ッ
ク
は
、
賊
の
囲
み
を
破

っ
て
数
十
人
の
部
下
と
共
に

テ
ィ
エ
ン

，
ラ
ヘ
退
い
た
。

テ

ュ
ッ
ク
が
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
ヘ
退
く
前
の
戦
い
の
時
、
テ
ュ
ッ
ク

の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
或
る
漢
将
は
、
テ

ュ
ッ
ク
を
生
け
捕
り

に
す
れ
ば
褒
美
を
与
え
る
と
漢
の
兵
に
伝
令
し
て
い
た
。
テ

ュ
ッ
ク

が
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
で
暮
す
こ
と
八
ケ
月
。
二
月

一
人
日
の
夜
、
月
見

を
し
て
い
た
テ

ュ
ッ
ク
を
漢
賊
が
生
け
捕
り
に
す
べ
く
襲

っ
た
。
チ

ュ
ッ
ク
は
す
ぐ
に
剣
を
抜
い
て
若
子
の
賊
を
斬

っ
た
が
、
賊
の
数
は

増
す
ば
か
り
だ

っ
た
。
テ

ュ
ッ
ク
は
包
囲
を
突
破
し
て
走
り
、
大
き

な
松
の
木
の
根
元
に
至

っ
て
自
列
し
て
果
て
た
。

テ

ュ
ッ
ク
を
祀
る
廟
は
、
フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社
、
ド
ゥ
ッ
ク

・
バ
社

（ブ
ィ
ン

・
ア
ー
省
）
、
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
社

（
タ
イ

・
ビ
ン
省
）
に
在

る
。
命
日
の
二
月

一
八
日
に
は
、
テ

ュ
ッ
ク
を
記
念
す
る
祭
が
開
か

れ
、
テ

ュ
ッ
ク
が
好
ん
だ
競
渡
、　
ハ
ト

・
ド
ゥ
ム

（男
女
の
掛
け
合

い
唄
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
宴
席
に
は
盆
の
代
わ
り
に
葉
を
用
い
る
と

い
う
習
慣
が
あ
る
。

フ
ォ
ン

，
ロ
ウ
社
の
廟
に
は
、
テ

ュ
ッ
ク
ヘ
の
封
名
が
次
の
よ
う

に
残
さ
れ
て
い
る
。

後
黎
代
、
勤
林
院
大
学
士
碗
丙
、
奉
撰
。
後
に
フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社

の
人
が
抄
写
。

徴
王
封
ジ
テ
撥
難
大
将
軍
貞
淑
公
主
卜
為

ス
。

黎
ノ
聖
宗
封
ジ
テ
認
徳
端
荘
貞
淑
公
主
卜
為

ス
。

既
ノ
明
命
封
ジ
テ
育
胞
中
興
霊
符
志
神
卜
為

ス
。

院
ノ
啓
定
封
ジ
テ
育
胞
中
興
霊
符
上
等
神
卜
為
ス
。

レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
（健

今

日
の
ブ

ィ
ン

・
フ
ー
省
ヴ
ィ
ン

・
ト
ゥ
ォ
ン
県

ル
ン

・
ゴ
ア
イ

社

に
、

レ

・
ホ
ア
ン
と
グ

エ
ン

・
テ
ィ

・
キ
ム
と
い
う
夫
婦
が
い
た
。

レ

・
ホ
ア
ン
は
漢
方
医
で
、
仁
徳
が
あ
り
、
貧
者
を
助
け
、
私
利
私

欲
を
求
め
な
か

っ
た
の
で
、
誰
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

結
婚
し
て

一
四
年
経

っ
て
も
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
事
だ
け
が
悩

み
の
種
で
あ

っ
た
。

或
る
日
、
夫
婦
が
薬
草
を
摘
み
に
蓮
池
の
辺
り
に
行
く
と
、
突
然

一
陣
の
風
が
吹
き
、
池
の
中
か
ら

一
般
の
小
さ
な
龍
船
が
浮
か
び
上

が

っ
た
。
龍
船
に
は
二
人
の
綺
一麗
な
女
児
が
乗

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
す
ぐ
に
女
児
は
消
え
、
次
に

一
対
の
鳳
が
現
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も

ま
た
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
夫
婦
は
そ
の
光
景
に
こ
と
ば
を
失

い
、
た
だ
見
入
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
そ
の
日
か
ら
夫
人
は
妊
娠
し
、

月
満
ち
て
二
人
の
女
児
を
生
ん
だ
。
姉
は
ゴ
ク

・
タ
イ
ン

（
玉
青
）
、

妹
は
ゴ
ク

・
チ
ン

（玉
貞
》
と
名
付
け
ら
れ
た
。
姉
妹
は
夫
婦
が
見

た
龍
船
の
女
児
と
よ
く
似
て
い
た
。
も
の
静
か
で
農
作
業
や
針
仕
事

に
熱
心
な
姉
、
活
発
で
棒
叩
き
や
石
投
げ
を
好
む
妹
、
と
い
う
よ
う

に
性
格
が
正
反
対
の
姉
妹
で
あ

っ
た
。

姉
の
ゴ
ク

・
タ
イ
ン
は

一
九
歳
の
時
に
東
漢
軍
に
捕
え
ら
れ
、
そ

の
婢
と
さ
れ
て
悲
憤
の
う
ち
に
こ
の
世
を
去

っ
た
。
両
親
も
悲
し
み

と
怒
り
の
あ
ま
り
病
に
罹

っ
て
、
間
も
無
く
死
ん
だ
。

ゴ
ク

・
チ
ン
は
伯
父
に
養
わ
れ
な
が
ら
、
家
の
恨
み
、
国
の
恨
み

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

を
忘
れ
じ
と
成
長
し
、
親
戚
や
村
人
の
援
助
を
受
け
て
、
漢
賊
に
抗

す
る
た
め
の
小
軍
団
を
作
り
上
げ
た
。
果
た
し
て
東
漢
軍
は
ル
ン

・

ゴ
ア
イ
社
に
二
度
来
侵
し
た
が
、
三
度
と
も
ゴ
ク

・
チ
ン
の
軍
に
破

れ
、
後
退
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。

時
に
、
交
趾
郡
に
は
壮
士
が
剣
を
取

っ
て
漢
賊
を
追
い
払
お
う
と

す
る
気
運
が
立
ち
込
め
て
い
た
。
メ

・
リ
ン
城
に
は
、
雄
王
の
子
孫

で
あ
る
チ
ュ
ン
姉
妹
が
、
各
地
に
散
を
飛
ば
し
て
救
国
の
士
を
募

っ

て
い
た
。
檄
を
得
た
ゴ
ク

・
チ
ン
は
、
軍
を
率
い
て
姉
妹
の
許

へ
馳

せ
参
じ
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
報
告
し
た
。
チ

ュ
ン
姉
妹
は
喜
ん
で
、

ゴ
ク

・
チ
ン
を
左
将
軍
に
任
じ
た
。
ゴ
ク

・
チ
ン
は
、
姉
妹
に
付
き

従

っ
て
ハ
ト

・
モ
ン
に
お
い
て
天
地
に
祈
り
、
そ
れ
か
ら
蘇
定
軍
を

討

つ
た
め
に
軍
を
進
め
た
。
ゴ
ク

・
チ
ン
は
勇
歌
に
戦
い
、
多
く
の

功
を
立
て
た
。
蘇
定
を
追
い
払

っ
た
後
、
チ

ュ
ン

・
チ
ャ
ク
は
即
位

し
て
、
ゴ
ク

】
チ
ン
を
公
主
と
為
し
た
。
ゴ
ク

・
チ
ン
は
、
両
親
が

蓮
池

へ
行

っ
た
時
、
鳳
を
見
て
自
分
を
生
ん
だ
と
い
う
話
を
憶
い
出

し
、
ゴ
ク

・
フ
オ
ン

（
玉
鳳
）
と
号
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
女
王

に
許
さ
れ
た
。
ま
た
女
王
は
公
主
を

「据
銀
豪
傑
、
勇
略
絶
倫
」
と

称
賛
し
た
。

し
か
し
、
時
の
漢
帝
光
武
は
、
新
た
に
馬
援
を
伏
波
将
軍
に
任
じ
、

女
王
に
大
軍
を
向
け
さ
せ
た
。
そ
し
て
副
帥
劉
隆
に
ゴ
ク

・
チ
ン
公

主
が
守

っ
て
い
る
ル
ン

・
ゴ
ア
イ
の
砦
を
包
囲
さ
せ
た
。
公
主
は
勇

敢
に
戦

っ
て
、
多
く
の
賊
兵
を
殺
し
た
が
、
そ
れ
で
も
賊
は
次
か
ら
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イ
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バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

次

へ
と
攻
め
て
き
た
。
公
主
は
剣
を
振
い
続
け
た
が
、
遂
に
手
元
を

狂
わ
せ
て
剣
を
地
に
落
と
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
急
い
で
、
自
分

の
胸
当
て
を
外
す
と
、
そ
れ
に
石
を
繰
ん
で
振
り
回
し
た
。
賊
兵
は

そ
の
威
信
あ
る
姿
に
恐
れ
お
の
の
き
、
救
え
て
公
主
に
近
づ
こ
う
と

す
る
者
は
い
な
か

っ
た
。

劉
隆
の
軍
が
退
く
と
、
馬
援
は
自
ら
軍
を
率
い
て
公
主
の
砦
に
攻

め
入

っ
て
き
た
。
公
主
の
軍
は
不
意
を
襲
わ
れ
、
救
軍
も
な
く
、
包

囲
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
公
主
は
血
路
を
開
き
そ
の
包
囲
を
突
破
す
る

と
、　
蓮
池

へ
と
向
か
い
、
「我
が
父
母
は
、　
こ
の
池
で
鳳
を
見
て
私

を
生
み
ま
し
た
。　
だ
か
ら
私
は
こ
の
池
に
身
を
捧
げ
ま
す
。
」

と
言

い
終
え
る
や
否
や
、
蓮
池
に
飛
び
込
ん
で
殉
節
し
た
。

レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
は
、
二
〇
歳
で
義
の
た
め
に
立
ち
、
チ

ュ
ン
女

王
に
従

っ
て
国
を
救
い
、
各
地
で
賊
と
戦
い
、
二
二
歳
で
公
主
に
封

ぜ
ら
れ
た
。
城
塁
を
築
き
、
長
い
こ
と
賊
に
抗
し
、
漢
賊
を
震
え
上

が
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
漢
の
名
将
馬
援
に
抗
す
る
こ
と
五
日
間
。
レ

・
ゴ
ク

‘
チ
ン
大
将
軍
は
、
チ
ュ
ン
女
王
の

「裾
銀
一象
傑
、
勇
略
絶

倫
」
と
い
う
こ
と
ば
に
正
に
相
応
し
く
、
後
の
万
世
の
英
雄
の
鎌
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
レ

ー
コ
ク

・
チ
ン
を
記
る
廟
は
、
ル
ン

■
ヨ
ア

イ
社
、
ホ
ア

・
ロ
ア
ン
社
に
在
る
。

レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
が
振
り
回
し
た
胸
当
て
は
、
ホ
ア

・
ロ
ア
ン
社

へ
と
飛
び
、
胸
当
て
に
話
め
た
石
は
ル
ン

も
ゴ
ア
イ
社

へ
と
飛
び
散

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
祭
日
に
は
そ
の
故
事
に
因
ん
だ
遊
戯
が
行
な
わ

こ
の
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
を
除
い
て
は
、
始
ど
の
人
物
が
ま
ま
れ
た
家

庭
に
生
ま
れ
る
。

二
、
誕
生

レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
誕
生
に
種
わ
る
奇
怪
な
現
象
。
こ
れ
は
レ

・
ゴ

ク

・
チ
ン
に
だ
け
特
有
な
話
で
は
な
い
。
諸
将
と
な
る
人
物
の
誕
生

に
は
こ
の
他
に
も
、
神
異
的
な
逸
話
が
多
い
。

レ

・
ゴ
ク
　
チ
ン
の
よ
う
に
、
両
親
若
し
く
は
母
親
だ
け
が
異
常

現
象
に
道
通
し
た
後
に
生
ま
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
と
、
母
親
が
暗
示

的
な
夢
を
見
た
後
に
生
ま
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
。

前
者
の
例
。
ト
ゥ
イ

・
ハ
イ
と
ダ
ン

・
ザ
ン
兄
弟
の
母
親
は
、　
一

瞬
に
し
て
起
こ
っ
た
風
雨
の
後
に
双
児
の
兄
弟
を
生
ん
だ
。
ナ
ン

・

ク
ォ
ッ
ク
の
の
母
親
は
、
水
浴
び
の
最
中
に
鮫
龍
に
巻
き
付
か
れ
た
。

バ
ク
と
ビ
ン
兄
弟
側
の
母
親
は
、
大
き
な
虎
の
足
跡
に
躯
を
歌
め
た

後
に
妊
娠
し
た
。

後
者
の
例
。
ナ
ン

・
テ
ィ
ア
側
の
母
親
は
、
神
に
蓮
華
を
授
け
ら

れ
る
夢
を
見
た
。
ダ
オ
氏
三
姉
弟
の
の
母
親
は
、
三
個
の
桃
を
食
べ

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
目
覚
め
た
。
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
の
母
親
は
、
傘

園
神
の
子
と
称
す
る
娘
に
投
胎
を
申
し
出
ら
れ
る
夢
を
見
た
。

ロ
イ

兄
弟
の
母
親
は
、
虎
に
卸
わ
れ
る
夢
を
見
た
。
ゴ
ク

・
ク
ァ
ン
０
の

母
親
は
、
仙
人
に
或
る
宮
殿
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
て
、
そ
の
宮
殿
の
仙

女
を
投
胎
さ
せ
よ
う
と
言
わ
れ
る
夢
を
見
た
。

ま
た
、
レ

ー
コ
ク

・
テ
ン
の
両
親
が
そ
う
だ

っ
た
よ
う
に
、
高
齢

史
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れ
る
。
ホ
ア

・
ロ
ア
ン
社
で
は
、
男
女
が
藤
の
縄
を
引
き
合
う
綱
引

き
が
行
な
わ
れ
、
ル
ン
ー
コ
ア
イ
社
で
は
、
フ

・
ダ
オ

（
男
女
が
お

金
の
埋
ま

っ
て
い
る
地
点
を
目
掛
け
て
石
を
投
げ
、
命
中
し
た
方
が

勝
ち
）
と
い
う
遊
戯
が
行
な
わ
れ
る
。

こ
の
二
伝
を
例
と
し
て
、
諸
将
の
伝
承
の
パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て

い
ど
、

一
、
家
庭
環
境

バ
ト

・
ナ
ン
公
主
は
、
ブ
ィ
ン

・
フ
ー
省
フ
ー

・
ニ
ン
県
フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社
の
生
ま
れ
。
レ

も
、ヨ
ク
　
チ
ン
は
、
同
省
ブ
ィ
ン

・
ト
ゥ

ォ
ン
県
ル
ン

・
ゴ
ア
イ
社
の
生
ま
れ
。
二
人
の
両
親
は
共
に
有
徳
者

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
諸
将
の
伝
承
は
、
故
郷
と
家
庭
の
説
明
か

ら
始
ま
る
。
こ
の
二
伝
の
他
、
父
親
が
薬
草
に
精
通
し
て
い
て
村
人

の
役
に
立

っ
て
い
る
の
は
、
レ

・
ア

・
ラ
ン
と
レ

・
ア
イ
ン

・
ト
ゥ

（
３５
）

ア
ン
姉
弟
の
、
フ
ァ
ト

・
ゲ
ト
０
。
ま
た
、
ト
ゥ
イ

・
ハ
イ
と
ダ
ン

・
ザ
ン
兄
弟
的
の
父
親
は
教
師
、　
ス
ア
ン

・
ヌ
オ
ン
の
の
父
親
は
地

方
役
人
で
あ
り
、
裕
富
で
社
会
的
に
も
認
め
ら
れ
た
立
場
に
い
た
こ

と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
伝
も
あ
る
。
但
し
、
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
の
だ

け
は
柴
刈
り
で
生
計
を
立
て
て
い
た
貧
し
い
家
庭
の
娘
だ

っ
た
。
し

か
し
そ
の
こ
と
が
却

っ
て
、
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
伝
で
は
、
彼
女
が
そ

の
資
し
さ
に
屈
せ
ず
勤
勉
に
働
い
た
と
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
、

彼
女
を
祀
る
廟
の
村
人
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
、
誇
り
と
さ
れ
て
い
る
。

に
な

っ
て
も
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
も
い
た
。
ダ
オ

・
キ
い
、
ダ

オ
氏
三
将
の
の
二
伝
で
は
、
そ
の
た
め
高
齢
の
夫
婦
が
神
に
祈

っ
た

と
こ
ろ
子
を
授

っ
た
と
あ
る
。

超
現
実
的
な
出
生
の
顕
著
な
例
は
、
バ
ァ
・
チ

ュ
ア

・
バ
ウ
０
で

あ
る
。
彼
女
は
或
る
老
女
が
植
え
た
期
筆
か
ら
生
ま
れ
出
た
。

三
、
東
漢
支
配
に
対
す
る
義
憤

「
仙
女
世
に
下
る
」
と
言
わ
れ
た
バ
ト

・
ナ
ン
に
し
ろ
、
男
勝
り

の
レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
に
し
ろ
、
諸
将
と
な
る
人
物
は
揃

っ
て
幼
い
頃

よ
り
英
雄
の
気
質
を
備
え
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
。
英
雄
の
気
質
は

当
然
彼
ら
に

「
国
の
恨
み
」
と
い
う
こ
と
ば
で
義
憤
を
抱
か
せ
る
が
、

バ
ト

・
ナ
ン
は
、
蘇
定
に
父
と
夫
を
殺
さ
れ
、
レ

■
コ
ク

】
チ
ン
の

姉
は
東
漢
軍
の
餌
食
と
な
り
憤
死
、
両
親
は
そ
の
報
に
落
胆
し
、
東

漢
軍
に
恨
み
を
抱
き
な
が
ら
病
に
斃
れ
た
、
と
い
う
よ
う
に
自
ら
の

身
辺
に
東
漢
支
配
の
弊
害
が
及
ぶ
に
至

っ
て
ま
す
ま
す
そ
の
怒
り
は

強
ま
る
。
フ
ォ
ン

・
ズ
ン
い
、

ス
ア
ン

・
ス
オ
ン
も
東
漢
軍
の
手
に

よ
っ
て
両
親
を
喪

っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
惨
劇
を
契
機
と
し
て
、
バ
ト

・
ナ
ン
、
レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
の
よ
う
に
自
ら
対
東
漢
軍
の
軍
団
を
組

織
す
る
。

ま
た
、
「家
の
恨
み
」

無
く
し
て
も
、　
故
郷
の
村
が
東
漢
軍
に
呼

躙
さ
れ
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
見
て
、
チ

ュ
ン
姉
妹
の
起
義
よ
り

先
に
自
ら
軍
を
成
し
て
い
た
者
た
ち
も
い
る
。

例
え
ば
、
グ
エ
ン

・
ト
ゥ
ア
ン
と
そ
の
弟
た
ち
０
の
場
合
は
こ
う
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ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

で
あ
る
。

「
蘇
定
が
交
趾
郡
に
赴
任
し
て
か
ら
、
交
趾
郡
の
人
々
は
日
増
し

に
困
窮
し
て
い
っ
た
。
グ

エ
ン
氏
三
兄
弟
は
、
ト
ゥ
イ

・
ソ
ン
洞
に

来
侵
し
て
く
る
賊
を
殺
す
こ
と
は
容
易
に
で
き
た
が
、
そ
の
報
復
に

怒

っ
た
賊
軍
が
洞
民
を
虐
殺
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
押
し
黙

っ
て
賊
軍

の
言
い
成
り
に
な

っ
て
い
た
。
つ
け
上
が

っ
た
賊
軍
の
兵
は
数
を
増

し
、
各
地
を
占
領
し
て
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
そ
の
年
の
春
、　
一

頭
の
虎
が
ト
ゥ
イ

・
ソ
ン
洞
に
来
た
。
漠
賊
は
洞
民
に
虎
を
殺
し
て

蘇
定
に
献
じ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
グ

エ
ン
氏
三
兄
弟
は
、
虎
を
囲
ん

で
争

っ
た
。
虎
の
雄
叫
び
は
響
き
亙
り
、
漢
賊
は
恐
れ
て
逃
げ
匿
れ

た
。
グ

エ
ン
氏
三
兄
弟
が
漸
く
虎
を
捕
え
た
時
に
な

っ
て
賊
は
姿
を

現
わ
し
、
捕
え
た
虎
の
骨
と
皮
は
蘇
定
に
棒
げ
、
肉
は
賊

一
味
で
分

け
合
い
、
洞
民
に
は
何
も
与
え
な
か

っ
た
。
三
兄
弟
は
怒

っ
て
、　
一

味
を
殺
し
、
母
と
洞
民
を
連
れ
て
山
に
窪
も
り
、
そ
こ
で
東
漢
軍
掃

（
３６
）

討
計
画
を
練

っ
た
」
。

こ
の
他
、
ク
ァ
ッ
ク

・
ア
御
〕は
両
親
と
死
別
し
た
後
、
東
漢
軍
に

故
郷
の
村
を
侵
さ
れ
、　
一
人
出
奔
し
、
或
る
廟
に
入

っ
て
修
行
し
た
。

ク
ァ
ッ
ク

・
ア
の
人
と
成
り
に
感
服
し
た
そ
の
地
域
の
人
々
は
、
彼

女
に
従

っ
て
東
漢
軍
に
抗
す
る
べ
く
、
武
芸
の
訓
練
に
勤
し
ん
だ
。

ヴ
ィ
ン

・
ホ
ア
０
も
ま
た
、
両
親
と
死
別
し
た
後
、
故
郷
を
出
て
イ

エ
ン

・
ラ
ッ
ク
県
タ
ム
　
ダ
イ
府
テ
ィ
エ
ン

・
ニ
ャ
庄
に
至
り
、
こ

の
地
で
義
を
立
て
よ
う
と
心
決
め
、
庄
の
人
々
を
誘

っ
て
軍
を
成
し

た
。

四
、
参
軍

束
漢
軍
追
放
の
意
志
に
満
ち
て
は
い
た
が
、
機
会
無
く
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
者
も
含
め
て
、
そ
の
志
を
成
就
さ
せ
る
時
が
訪
れ
た
。

二
徴
の
起
義
と
兵
を
招
募
す
る
檄
で
あ
る
。
椴
を
受
け
た
彼
ら
は
、

軍
を
率
い
て
二
徴
の
拠
点
メ

・
リ
ン
ヘ
向
か
い
、
姉
妹
に
従
軍
を
願

い
出
た
。
こ
の
参
軍
の
次
第
は
諸
伝
に
共
通
す
る
。

参
軍
の
際
に
彼
ら
が
募

っ
た
兵
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
。
バ
ト

・
ナ
ン
の
よ
う
に
故
郷
を
出
て
流
浪

の
果
て
に
辿
り
着
い
た
土
地
の
人
々
と
行
動
し
た
者
も
い
る
が
、
多

く
は
レ

・
ゴ
ク

・
チ
ン
の
よ
う
に
、
故
郷
の
村
で
兵
を
集
め
て
参
軍

し
た
。

五
、
チ

ュ
ン
女
王
の
統
治
下

起
義
に
参
加
し
た
諸
将
は
、
蘇
定
率
い
る
東
漢
軍
と
の
戦
間
で
大

功
を
挙
げ
た
。
チ

ュ
ン

・
チ
ャ
ク
は
上
に
為
る
と
、
諸
将
の
労
を
稿

っ
て
封
爵
し
、
故
郷
若
し
く
は
本
拠
地
と
し
た
村
落
を
食
邑
と
し
て

与
え
た
。
そ
し
て
殆
ど
の
将
が
メ

・
リ
ン
か
ら

一
端
離
れ
て
、
そ
の

食
邑
地
に
止
ま

っ
た
。

バ
ト

「
ナ
ン
が
食
邑
地
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
村
を
豊
か
に
し
た
と
村
人

に
感
謝
さ
れ
た
よ
う
に
、
諸
将
の
お
蔭
で
益
を
得
た
食
邑
地
の
模
様

が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
伝
も
あ
る
。
即
ち
、
タ
イ
ン

・
コ
ン
の
は
、

ザ
ー

・
ラ
ム
県
を
巡
察
し
、
地
域
民
の
生
活
の
た
め
養
蚕
業
を
盛
ん

に
さ
せ
た
。
ナ
ン

・
ク
ォ
ッ
ク
は
、
故
郷
の
村
に
国
植
え
を
教
え
た
。

ク
ァ
ッ
ク
　
ラ
ン
の
は
、
ト
ゥ

・
リ
エ
ム
県
の
人
々
に
自
分
の
俸
禄

を
分
配
し
た
。
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
は
、
ソ
ン

・
ク
ァ
ン
社
に
女
王
よ

り
下
賜
さ
れ
た
金
銀
を
捧
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
諸
将
は
食
邑
と
し
て
与
え
ら
れ
た
村
落
に
益
を
節
す

よ
う
に
努
め
、　
一
方
で
は
、
更
に
水
軍
の
強
化
訓
棟
に
励
ん
で
い
た

フ
ァ
ト

・
ゲ
ト
の
他
、
食
邑
地
に
砦
を
築
く
な
ど
し
て
東
漢
軍
の
再

来
に
備
え
て
も
い
た
。

六
、
馬
援
の
来
侵

馬
援
の
来
侵
に
遭

っ
て
、
レ

ー
コ
ク

・
チ
ン
は
食
邑
地
の
ル
ン

・

ゴ
ア
イ
を
攻
め
ら
れ
た
が
、
多
く
の
将
は
バ
ト

・
ナ
ン
の
よ
う
に
再

び
女
王
の
許
に
馳
せ
戻
り
、
二
徴
と
共
に
拒
戦
す
る
。
こ
こ
で
レ

・

ゴ
ク

・
チ
ン
伝
の
よ
う
に
、
そ
の
後
の
二
徴
に
つ
い
て
触
れ
な
い
伝

も
あ
る
が
、
二
徴
に
と
っ
て
も
、
諸
将
に
と

っ
て
も
、
こ
の
馬
援
と

の
戦
い
が
最
期
の
戦
い
と
な
る
。

七
、
死
諸
将
は
馬
援
と
の
交
戦
で
力
尽
き
、
前
記
二
将
の
よ
う
に
自
害
す

る
か
、
壮
烈
な
障
死
を
遂
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
死
に
様
も
出
生
時

と
同
じ
よ
う
に
神
異
的
な
形
で
語
る
伝
が
多
い
。

ダ
オ

・
キ
は
首
を
刻
ね
ら
れ
て
も
、
首
の
無
い
躯
で
戦
い
続
け
た

の
で
、
漢
兵
は
恐
れ
て
逃
げ
去

っ
た
。
故
郷
の
村
に
帰
る
途
中
、
出

会

っ
た
老
姿
に
首
が
無
け
れ
ば
生
き
て
い
ら
れ
ぬ
も
の
だ
、
と
言
わ

史
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れ
た
途
端
に
息
絶
え
た
。
ダ
オ

・
キ
の
屍
に
は
突
如
と
し
て
盛
り
上

が

っ
た
上
が
覆
い
被
さ
り
、　
そ
し
て
墓
と
な

っ
た
。　
ヴ
ィ
ン
　

フ

イ
い
、
タ
イ
ン

・
コ
ン
、
ナ
ン

・
テ
ィ
ア
各
将
は
、　
一
瞬
の
暗
闇
の

間
に
死
ん
で
い
た
と
い
う
。
ダ
オ
氏
三
将
は
川
に
身
を
投
じ
た
が
、

そ
の
直
後
に
川
か
ら
亀
が
群
れ
を
成
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
三
将
の

屍
を
乗
せ
て
消
え
て
い
っ
た
。
ダ
オ
氏
三
姉
弟
は
、
陣
死
の
後
三
日

間
、
死
し
て
も
尚
、
敵
を
殺
し
続
け
た
と
い
う
。
フ
ァ
ト

・
ゲ
ト
は

東
漢
軍
に
追
わ
れ
て
川
に
行
き
着
く
と
、
突
如
と
し
て
そ
の
川
に
扶

け
橋
が
浮
か
び
上
が
り
、
フ
ァ
ト

・
ゲ
ト
が
橋
に
乗
る
と
そ
の
橋
も

ろ
と
も
に
消
え
た
と
い
う
。

八
、
死
後
の
祭
祀

諸
将
の
死
後
、
故
郷
や
諸
将
に
ゆ
か
り
の
あ

っ
た
地
域
の
人
々
は
、

そ
の
土
地
に
諸
将
を
祀
る
廟
を
建
て
た
。
バ
ト

・
ナ
ン
を
祀
る
廟
は
、

故
郷
の
フ
ォ
ン

・
ロ
ウ
社
と
濾
江
対
岸
の
ド
ァ
ッ
ク

・
バ
ク
社
、
食

邑
の
テ
ィ
エ
ン

・
ラ
社
に
在
り
、
レ

ー
コ
ク

・
チ
ン
を
祀
る
廟
も
故

郷
の
ル
ン

・
ゴ
ア
イ
社
と
、
そ
の
近
隣
に
在

っ
て
胸
当
て
が
飛
ん
だ

と
い
う
ホ
ア

・
ロ
ア
ン
社
に
あ
る
。

ま
た
、
バ
ト

・
ナ
ン
の
命
日
二
月

一
八
日
に
は
、
彼
女
が
々
前

に

好
ん
だ
遊
戯
が
行
な
わ
れ
、
レ

ス
コ
ク

・
チ
ン
の
祭
日
に
は
、
彼
女

の
武
勇
伝
に
囚
む
遊
戯
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
諸
将
の
祭
日
に
は
、

そ
の
地
域
な
り
の
独
特
な
風
俗
習
慣
が
あ
る
。

テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア
を
祀
る
ヒ
エ
ン

・
ク
ア
ン
社
で
は
、
テ
ィ
エ
ウ

十…
…
…
，
一…
≡景
ｆ
一‥
、〓
真
ょ
草
去
≡
■
ュ
卓
ま
≡
電
や
塩
増
一豆
α
質
奏
担壕
書
毛
４柳
一ど
ゼ
奮
電
項
導
十〓
荏
療
，
ど
ヨ
ど
樹
蝉
軽
官
鞘
標
ヽ
需
営
様
登
解
報
転
輩
尊
ｔ
騨
ヨ
常
緑
子
環
翌
静
群
〓‐―部
翻
激
観
引
翻
観
郵
翻
部
斜
翻
獣
静
群
摯
観
致
駈
Ｉ
本
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ハ
イ
「
バ
ァ
・
テ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

・
ホ
ア
の
神
台
に
彼
女
の
貧
し
さ
を
記
憶
し
て
お
く
た
め
、
破
れ
た

布
が

置
か
れ
て
い
る
。　
ま
た
、　
そ
の
祭
日
に
は
、　
村
人
が
二
甲
に

分
か
れ
て
叩
き
合
う
と
い
う
競
技
が
行
な
わ
れ
る
。
ス
ア
ン

・
ヌ
オ

ン
が
拠
点
と
し
た
フ
ォ
ン

・
ニ
ャ
社
で
は
、
祭
の
時
に
、

ス
ア
ン

・

ス
オ
ン
が
好
ん
だ
と
い
う
バ
イ
ン

・
ザ
イ

（菓
子
の

一
種
〕
。

砂
糖

黍

・
山
薯
を
捧
げ
、　
一
〇
人
の
神
官
と
兵
士
が
裂
い
た
水
牛
の
肉
を

煮
て
、
竹
製
の
盆
に
バ
ナ
ナ

・
橋
桐
の
葉
を
並
べ
て
供
え
る
。
ま
た

競
鶏

・
相
摸

・
騎
馬
戦

・
男
女
の
歌
問
答
と
い
っ
た
遊
戯
を
行
な
う
。

ス

ア

ン

，
ス
オ
ン
が
挑
江
に
身
を
投
げ
た
フ
ォ
ン

・
ノ
ン
社
の
廟

で
は
、
僧
が
三
日
間
祈
り
続
け
、
そ
の
間
、
祭
壇
の
前
に
六
人
の
乙

女
が
緑
と
赤
の
服
を
着
て
並
び
、
両
端
の
二
人
は
被
り
物
を
し
て
剣

を
持

っ
て
水
牛
を
裂
く
。　
そ
し
て
、　
こ
の
地
域
の
人
々
は

「
ス
ア

ン
」
「
ヒ
エ
ン

・
ホ
ア

（
母
の
名
と

「
サ
ト

（父
の
名
じ

を
忌
語
と

し
て
使
わ
な
い
。
フ
ァ
ト

た
ク
ト
の
誕
日

一
月
二
日
と
命
日

一
二
月

一
〇
日
に
は
、
厳
粛
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
。
ク
ァ
ッ
ク

・
ア
の
誕

日
二
月

一
五
日
と
命
日

一
〇
月

一
〇
日
に
は
、
水
牛
の
丸
焼
き
を
供

え
、
そ
れ
を
老
若
男
女

・
通
行
人
を
間
わ
ず
、
そ
の
場
で
裂
い
て
食

べ
る
風
習
が
あ
る
。　
一
月
六
日

（
ハ
ト

・
モ
ン
で
の
儀
式
挙
行
日
）

に
は
、
ク
ァ
ッ
ク

・
ア
の
武
勇
を
記
憶
し
て
お
く
た
め
に
競
渡

・
騎

馬
戦
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
供
祭
時
に
は
、
ク
ァ
ッ
ク

・
ア
の

戎
衣
の
色
だ

っ
た
赤
と
黄
の
衣
は
着
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ズ

オ
ン
と
そ
の
弟
バ
ク
と
ビ
ン
ω
の
祭
日
に
は
、
襦
米
を
捧
げ
祭
の
後

に
そ
れ
を
奪
い
合
う
競
技
が
行
な
わ
れ
る
。

ま
た
、
バ
ト

・
ナ
ン
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
に
歴
代
為
政
者
か
ら

勅
封
を
受
け
た
将
も
い
る
。

・
テ
ィ
エ
ウ

・
ホ
ア

丁

先

皇
　
岳五
扶
護
国
大
王

黎

大

行
　
手並
威
顕
応
忠
等
女
神

陳

大

ら不
　
手工
応
助
慎
大
王

黎

太

祖
　
英
霊
保
勝
大
王

・
ス
ア
ン

・
ヌ
オ
ン

黎
利
が
明
を
討

つ
時
に
夢
に
現
わ
れ
、
勝
利
を
予
言
し
た
た
め
、

第
八
位
東
宮
公
主
と
い
う
勅
封
を
受
け
た
。

・
ク

ァ

ッ
ク

・
ア

丁
部
領

（後
の
丁
先
皇
）
が
ク
ァ
ッ
ク

・
ア
ゆ
か
り
の
弦
古
寺
に

立
ち
寄

っ
た
時
に
夢
に
現
わ
れ
、
丁
部
領
は
十
二
使
君
討
伐
の
援
助

を
請
う
た
。
国
上
を
統

一

（九
六
七
年
）
し
終
え
た
丁
部
領
は
、
ク

ァ
ッ
ク

・
ア
を
上
等
福
神
と
為
し
た
。

黎
大
行
　

永ヽ
花
娘
霊
顕
女
国
公
主

短
熾
婉
媚
貞
淑
夫
人
尊
神

（再
封
）

黎
太
祖
　
徳
行
端
荘
貞
節
夫
人

一
位
陰
神
霊
扶
清
潔
徳
行
夫
人

（再
封
）

■

コ

々
／

・
力
／
ア

ン

李
太
宗

（在
位
、　
一
〇
二
人
で
五
四
年
）
の
時
代
、
大
早
に
道

っ

て
大
宗
が
雨
乞
い
の
祈
祷
を
し
た
と
こ
ろ
夢
に
現
わ
れ
た
。
そ
の
直

後
、
雨
が
降

っ
た
の
で
大
宗
は
回
よ
り
あ

っ
た
号
名
、
玉
光
公
主
に

二
字
を
加
え
て
玉
光
天
郷
公
主
と
為
し
た
。

三
、　
ハ
イ

・
バ
ァ

・
チ

ュ
ン
の
伝
承
と
諸
将

の
伝
承

第

一
章
で
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ェ
ン
の
伝
承
、
第
二
章
で
諸
将
の
伝

承
を
見
て
き
た
が
、
本
章
で
は
こ
の
二
つ
の
伝
承
を
比
較
検
討
し
て

橿
め
と
し
た
い
。

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
の
伝
承
の
成
立
過
程
を
整
理
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
二
徴
が
障
死
し
た
後
、
起
義
の
戦
場
地
域
の
人
々
は

二
徴
の
死
を
哀
れ
ん
で
廟
を
建
て
て
記

っ
た
。　
〓
二
世
紀
に
元
軍
が

来
侵
し
て
く
る
と
、
為
政
者
は
対
元
闘
争
の
意
識
高
揚
の
中
で
、
正

史
の
編
纂
に
取
り
組
み
、
姉
妹
の
事
跡
を
称
え
た
。
ま
た
、
号
名
の

勅
封

・
加
封
を
行
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
は
、

地
域
的
な
福
神
か
ら
国
家
と
関
連
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の

こ
と
は
即
ち
、
そ
の
地
域
的
な
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
に
対
す
る
信

仰
が
、
国
家
も
認
め
る
程
で
あ

っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
ま
た

一

方
、
二
徴
を
祭
祀
し
て
い
た
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
が

祀

っ
て
い
る
人
物
が
国
家
の
後
ろ
盾
を
得
て
、
そ
の
知
名
度
が
高
ま

る
こ
と
は
、
却

っ
て
名
誉
な
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
地
域
と
国
家

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
》

と
い
う
重
層
的
な
祭
祀
に
よ

っ
て
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
の
名
は

長
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

諸
将
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
第
二

章
で
見
た
よ
う
に
、
諸
将
の
伝
承
で
多
く
の
部
分
が
占
め
ら
れ
る
の

は
、
諸
将
と
そ
の
将
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
と
の
関
係
で
あ
る
。
即

ち
、
先
ず
チ

ュ
ン
姉
妹
の
許

へ
参
軍
す
る
時
、
故
郷

・
本
拠
地
と
し

た
村
落
の
人
々
を
自
ら
の
兵
と
し
て
率
い
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

諸
将
は
チ

ュ
ン

・
チ
ャ
ク
が
王
を
称
す
る
と
、
蘇
定
軍
と
の
戦
い
で

挙
げ
た
功
を
認
め
ら
れ
、
王
か
ら
封
爵
さ
れ
る
。
与
え
ら
れ
た
食
邑

地
は
、
前
述
の
土
地
で
あ
る
。
伝
は
続
け
て
諸
将
が
そ
の
地
域
に
有

益
と
な
る
諸
活
動
を
し
て
、
地
域
の
人
々
に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
を
述

べ
、
馬
援
の
来
侵

・
劇
的
な
諸
将
の
最
期
が
あ

っ
て
、
最
後
に
諸
将

の
死
後
の
祭
祀
の
模
様
を
説
明
し
て
終
わ
る
。
諸
将
は
皆
、
ゆ
か
り

の
あ
る
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
廟
に
祀
ら
れ
る
。
誕
日

・
命
日
等
の

祭
日
に
は
、
そ
の
地
域
独
自
に
諸
将
の
生
前
の
故
事
に
倣

っ
た
遊
戯

が
行
な
わ
れ
た
り
、
供
物
が
捧
げ
ら
り
た
す
る
風
俗
習
慣
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
諸
将
の
伝
承
の
主
軸
は
、
諸
将
と
諸
将
を
祀
る

廟
の
在
る
地
域
と
の
関
連
付
け
に
あ
り
、
各
地
域
独
特
の
伝
承
と
し

て
成
立
し
て
き
た
と
推
測
で
き
る
。

ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ェ
ン
の
伝
承
が
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
が
経
験
し
た
歴

史
的
過
程
の
中
で
、
祖
国
防
衛
蘭
争
の
課
題
を
担

っ
て
形
成
さ
れ
る

一
方
で
、
こ
れ
と
は
別
に
、
起
義
の
戦
場
地
域
の
人
々
は
独
自
に
、
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ハ
イ
・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

起
義
に
経
わ
る
伝
承
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
れ
が
、
諸
将
の
伝
承
で

あ
る
。
諸
将
の
伝
承
は
、
二

・
三
の
国
家
加
封
の
例
は
あ
る
け
れ
ど

も
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
の
よ
う
に
国
家
と
深
く
結
び
付
い
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、
陰
で
地
域
的
な
民
間
伝
承
と
し
て
根

を
張
り
、
今
日
ま
で
の
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
の
起
義
の
伝
承
を
支

え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、　
ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承
に
つ
い
て
、
二
徴

姉
妹
指
揮
下
の
諸
将
の
伝
承
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
な

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
本
稿
は
初
歩
的
な
管
見
に
過
ぎ
な
い
。
先
ず
、
本
稿
の
最

も
大
き
な
限
界
は
、
史
料
の
問
題
に
あ
る
。
諸
将
の
伝
承
を
中
心
に

論
を
展
開
し
て
い
な
が
ら
、
基
本
史
料
と
な
る
べ
き

「神
跡
」
の
類

を
実
見
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
実
見
で
き
れ
ば
、

諸
将
の
詳
細
且
つ
正
確
な
事
跡
や
伝
承
発
生
の
時
代
等
を
知
る
．手
掛

り
も
掴
め
よ
う
。
ま
た
史
料
上
の
制
限
な
く
し
て
も
掘
り
下
げ
ね
ば

な
ら
な
い
多
く
の
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
伝
承
と
史
実
の
関
係
、

『
幽
霊
集
』
の
諸
福
神
と
国
家
の
関
係
等
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
起
義

の
指
導
者
が
女
性
だ

っ
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
母
権
制
の
問
題
と
結

び
付
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
き
（だ
。
本
稿
の
表
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

一
八
七
名
の
将
の
う
ち
六
九
名
を
女
性
が
占
め
る
。
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
は
即
断
を
避
け
た
い
の
で
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か

っ
た
。

後
考
を
侯
ち
た
い
。

（
１

）

（
２

）

（
３

）

『
水
経
注
』
を
三
七
葉
楡
水

の
條

（
楊
守
敬

・
熊
含
貞
注

『
水

経
注
疏
』
使
用
）

『
後
漠
書
』
馬
援
列
俸
第

一
四

・
南
蜜
西
南
夷
列
停
第
七
六

（
章
懐
大
子
賢
注

・
王
先
謙
集
解

『
後
漢
書
集
解
』
使
用
）

日
本
の
ハ
イ

・
バ
ァ

・
チ

ュ
ン
の
起
義
に
関
す
る
研
究

の
う
ち

以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。

奥
崎
裕
司

「
漢
代
の
反
乱
に
お
け
る

，
民
衆
法

ヤ
」

『
史
潮
』

新

一
四
号
　
歴
史
学
会

　

一
九
八
三

片
倉
穣

「
中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム
ー
」

『
歴
史
学
研
究
』

第
八
０
号

　

一
九
七
三

「
中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム
法
試
論
」

『
金
沢
大
学
教
養
部
論

集
』
第
二
言
一
―
二
号

　

一
九
八
六

後
藤
均
平

「
徴
姉
妹

の
反
乱
」

『
中
図
古
代
史
研
究
』
第
二

吉
川
弘
文
館

　

一
九
六
九

桜
井
由
霧
雄

「
紙
口
問
題
の
整
理
」

『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』

一
七
巻

一
号
　
一示
部
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
十
　

一
九
七
九

『
大
越
史
記
全
書
』
大
越
史
記
外
紀
全
書

（
陳
荊
和
編
校

校
合
本

『
大
越
史
記
全
書
』
上
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
　

一
九
八
四
　
使
用
）

黎

文
休
日
。
徴
側

・
徴
弐
以
女
子

一
呼
而
九
員

・
日
南

・
合
浦

及
嶺
外
六
十
五
坂
皆
鷹
之
。
其
立
囲
稿
王
、
易
如
反
掌
。
可
見

史
苑

（
第
四
九
巻
第
二
号
）

我
越
形
勢
足
致
覇
王
之
業
也
。
情
子
。
権
超
之
後
以
至
呉
氏
之

前
千
鎌
年
間
、
男
子
徒
自
低
頭
東
手
為
北
人
僕
、
督
不
悦
二
徴

之
女
子
。
呼
可
謂
自
棄
央
。

『
大
越
史
記
全
書
』
鴻
厖
紀

古
田
元
夫

「
ベ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
の
民
族
的
諸
相
」

『
東
洋
文
化
』
六
四
　

一
九
八
四
　
五
五
～
五
六
頁

史
巨
呉
士
連
日
。
徴
氏
憤
漢
守
之
虐
奮
青

一
呼
而
我
越
囲
統
幾

子
復
合
。
其
英
雄
氣
電
豊
掲
於
生
時
建
図
構
王
。
没
後
能
拝
災

禦
患
。
凡
遭
災
傷
水
早
祷
之
無
不
雁
。
徴
妹
亦
然
。
蓋
女
有
士

行
而
其
雄
勇
之
氣
在
天
地
間
、
不
以
身
之
没
後
而
餃
也
。
大
丈

夫
豊
可
不
養
其
剛
直
正
大
之
氣
哉
。

『
卑
旬
幽
霊
集
』
東
洋
文
庫
蔵
の
写
本
使
用
。

囲
人
哀
之
、
立
祠
祀
之
。
歴
代
尊
為
福
神
。
祠
在
喝
江
上
。
李

英
宗
時
、
因
大
早
命
浄
戒
禅
師
祷
雨
。
涼
氣
襲
人
。
帝
骸
寝
、

見
二
女
冠
芙
蓉
緑
衣
帯
、
駕
雨
而
宋
。
帝
怪
間
之
。
答
国
。
妾

即
徴
氏
姉
妹
也
。
奉
玉
帝
命
行
雨
而
来
。
帝
請
益
作
風
。
挙
手

止
之
。
帝
覚
。
命
修
祠
致
祭
．
尋
命
迎
回
京
師
、
建
雨
輛
堂
奉

祀
。
後
又
命
立
祠
子
城
外
。
敢
封
霊
貞
二
夫
人
。
陳
重
興
四
年

封
姉
為
威
烈
夫
人
。
妹
為
敬
勝
夫
人
。
陳
興
隆
二
十

一
年
加
姉

夫
人
純
貞
二
字
、
妹
夫
人
保
順
二
字
。

後
藤
均
平

『
ベ
ト
ナ
ム
救
国
抗
争
史
』
　

新
人
物
往
来
社

一
九
七
五
　
よ
り
示
唆
を
受
け
た
。
ま
た
、
表
１
１
の
形
態
も

（
４

）

（
５

）

（
６

）

（
７

）

（
８

）

（
９

）
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ハ
イ

・
バ
ァ
・
チ

ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（
早
川
）

こ
れ
に
倣

っ
た
。

（
１０
）

一
四
世
紀
後
半
に
書
か
れ
た
ヴ

エ
ト
ナ
ム
の
史
書

『
越
史
略
』

で
は
、
こ
の
時
期

の
歴
代
守
任

の
項
目
は

「
馬
援
」
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の
史
書

で
も
徴
姉
妹

の

時
期
を
独
立
期
と
見
成
さ
な

い
立
場
も
あ
る
。

（
１１

）

ｚ
理
仁

萌
コ

〓
）
米
・

挙
＆

ｏ
い

（
丁
【
い
コ

の
ｏ
い
こ

中
弓
コ
宅
げ
コ

↑
宮

に

は
↑

悼
内
に
し
』
‐
ｋ
に
に
博
陣
・　
　
ｚ
ｘ
Ｄ
　
句
一】こ
　
Ｚ
宅
し
　
】
〇
『
一

（
‐２

）

ウ
敦

弓
宮

一為

ｏ

・
〓
Ｄ
“

ヨ
≡

ｚ
ｍ
ｏ
ｏ

ｎ
ゴ
や
）

Ｚ
ｐ
ヨ
）
Ｚ
メ
弱
　
句
Ｊ
こ
　
Ｚ
電
‘
　
　
　
淳
Ｃ
∞
ト

こ
の
記
事
は
『
全
書
』
鴻
厖
紀
に
あ
る
が
、
鴻
厖
紀
は
史
実
性

に
欠
く
。

『
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
女
神
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
徴

の

出
自
に

つ
い
て
同
じ
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
文
献
は
他

に

も

見

出

さ

れ

る

。

〕
取
ヨ
孤
　
中
Ｊ
Ｄ
ヨ
Ｊ
　
一・一
　
一一　
く
其
う
　
一】〇
〇
　
↑ザ
　
く
い
】

月
，
米
・
‘
＜
朝
う
　
一一ｏ
Ｏ
　
り
・　
】
０
つ
〇

円
Ｆ
Ｄ
Ｄ
　
一Ｆ
】て
　
一！一
　
く
　
く
。
（
げ
Ｈ
Φ
Ｄ
　
り
〇
い
つ
　
）
　
一

Ｚ
Ｘ
Ｄ
　
∪
や
“　
一一つ
ｏ
　
コヽ
ツ
　
弓
『
阜
ヨ
い
　
一一ｏ
Ｏ
　
（〕Ｊ
電
ｋ
い
ヨ

つ
　
∞
〇

『
敢

う

長

ヨ

Ｐ

掌

”
ゴ
】淳

話

景

ヨ
色

ｒ

く
る

す

挙

　

ｌ

ｏ
富

・
Ｊ
Ｃ
ｋ
Ｏ
コ
　
↑
Ｊ
釘
Ｄ
　
↑
Ｊ
ｏ
”
一　
く
ｙ
　
付
ヽ
ビ
ｋ
げ
ヨ
　
↑
ｙ
・
そ
」
↑
１

・　
　
　
〕
嚇
↑
　
く
中
ゆ
付

∞
】

「
エ
ロ
　
（〕”
Ｚ
円
”
＞
Ｆ
　
一一Ｚ
申
Ｏ
Ｚ
　
く
【
河
『
Ｚ
＞
〓
コ
∽
”
　
申
Ｚ
　
Ｑ
＞
Ｚ
＞
〕
＞
・
　
中
Ｏ
ф
一
‘

22

串
の
『
Ｐ

〓
こ
ｋ
つ
Ｄ
　
〓
Ｏ
　
Ｆ
一
う
す
　
く
じ
　
す
Ｊ
宝
片
　
一【い
】
　
〕
Ｗ
　
申
句
仁
、ヨ
∝
】　
　
　
Ｚ
一
Ｆ
∽
　
】
〇
〇
】

い
Ｃ
∞
Ｐ

〓
Ｃ
ｋ
Ｏ
コ
　
メ
Ｊ
こ、
Ｏ
　
〕
一ヽ
Ｑ
ヨ
∞
　
て
伊
　
す
す
∝
Ｈ
　
】一Ｄ
Ｈ
　
〕
Ｗ

「
，
代
う
∞
】

Ｚ
一
Ｆ
∽
　
や
ｏ
Ｏ
ｔ

，
〇
∞
ギ

諸
将
に
関
す
る
論
文
性
以
下
の
通
り
。

Ｚ
西
Ｅ
ｋ
朗
ヨ
　
Ｚ
Ｒ
ｏ
ｏ
　
一
ｙ
氏
α
つ
い

】
コ
氏
幹
Ｏ
　
ｑ
げ
α
　
∞
一
い
」
　
一
ゴ
一
う
宮
　
ヨ
０
↑
　
切
軌

ヨ
五
百
亨
【ヤ
　
一】
『
　
一
【
つ
こ
　
Ｘ
こ
ヨ
い
　
ｏ
こ
伊
ヨ
ゴ
　
（一
‘
　
↑
【
●
亨
　
】
】
ｏ
す
　
″
中
）
↑
す
ミ
い
ｏ

く
伊
　
の
こ
０
●
　
斉
▼
守
一
　
Ｄ
∞
Ｊ
戊
伊
　
】一Ｄ
ト
　
コ
ン
　
”
ヽ
気
う
孤
】

Ｚ
一
Ｆ
∽
　
】
卜
の
　
一
〇
『
や
“

＜
や
、
「
Ｃ
弘
Ｄ
　
∽
い
う
　
　
ヤ　
一
宮
０
・
　
斉
Ｊ
”
，Ｈ
　
コ
”
Ｊ
皮
Ｄ
　
一一ф
】
　
〕
Ｗ
　
『
，
Ｃ
、わ
い
　
↑
や
】

↑
Ｊ
コ
　
寄
０
　
一一Ｗ
　
ヱ
０
一
　
　
　
‐
　
ｏ
こ
鋤
　
ヨ
Ｏ
↑
　
り
α
　
Ｏ
序
　
↑
内
〇
ゴ
　
一
Ｈ
Ｏ
Ｆ
　
切
却
「　
‐

Ｚ
Ｑ
Ｆ
∽
　
々
ヽ
〇
ヤ
】
Φ
『
∞

ｚ
い
こ
ヒ
α
コ
　
穴
Ｊ
米
ｏ
　
Ｘ
」
ａ
つ
い
　
一　
＜
げ
　
ｏ
≡
Ｏ
ｏ
　
汗
す
中
Ｈ
　
う
い
ゴ
喫
い
　
一一Ｄ
Ｈ
　
】一シ

↓
”
宅
ヨ
い
　
‐
つ
こ
つ
　
↑ｔ
　
】
」
０
〓
　
く
々
う
す
　
円
ｙ
い
　
‐
】
Ｚ
一
Ｆ
∽
　
】
コ
一
・　
岸０
『
∞
ヽ

て
Ｘ
ヨ
『
め
つ
　
ヤ〇
め
Ｄ
∞
　
↑
い
ｏ
「】”
ゴ
一め
Ｄ
　
命
る
こ
　
】一ｐ
】
】〕ツ
「
「
こ
ヨ
預
　
く
ン

・
宮
０
・
　
斉
Ｊ
∞
【
　
ヨ
角
ゴ
女
仰

（斥
）
〓
ｐ
‘
　
】一ン
　
］
皮
ヨ
Ｆ
　
争
つ
ｏ
≡
Ｚ
一
【
∽
　
や
０
０
】

】
〇
”
∞
・

〕
字
】

「
Ｊ
【
α
↑
　
一　
一
び
　
ヨ
０
↑
　
ｏ
Ｊ
ｏ″
ヨ
ｍ
　
“
宮
ｋ
哄
ヨ
　
リ
ｏ
ｏ
い
　
し
い
ｋ
　
一
ヽ
〇
ヨ
い

ｏ
こ
Ｏ
Ｏ
　
ズ
ゴ
゛
占
　
コ
四
Ｊ
皮
ｐ
　
‐
　
斉
ゴ
い
う
∞
　
●
ゴ
】
は
ヨ
　
Ｏ
【
伊
　
〓
ω
Ｈ
　
〕
ツ
　
申
『
氏
Ｄ
∞
・

Ｚ
Ｑ
Ｆ
∽
　
時
〇
〇
・
一
一
”
ф

前
掲

（
１１
）

（
１２
）
に
加
え
て

Ｆ
一
　
可
Ｆ
Ｃ
・〇
ゴ
的
　
・
Ｚ
い
宮
ｋ
曖
う
　
月
す
十
　
Ｑ
Ｊ
ぃ
う

一
レ
陣
ド
」
ぼ
」
ド
慢
畔
」
に
」
ド
ｒ
‐
、ほ
性
に
懐
Ｈ

史
苑

（第
四
九
却
第
二
号
）

（
靖

）

ｚ
い
ｃ
ｋ
ゥ
つ

く
軸
Ｄ
　
三
ホル
Ｏ

↓　
】
Ｔ
】
く
０
コ
　
イ
ゴ
・】ｋ
は
↑　
く
げ

一丁

一　
ロ
ン

↓
Ｐ
≡

Ｒ
・

前
掲

（
１１
）
所
収

弓
呂
属

ｚ
宝
〓
旨
弾

前
掲

（
１２
）
所
収

前
掲

（
１４
）

も
彗
ｍ
ど
目
す
私
一　
論
文

の
他
、
諸
ヴ

ェ
ト
ナ
ム

語
文
献

で
も
、
こ
の
段
の
出
典
を

『
天
南
語
録
』
と
し
て
い
る
。

ヨ
ｏ
シ
ヨ
い
　
メ
ニ
”
Ｄ
　
】一
助
ヨ
　
（
　
の
一」

（一
≡
Ｏ
ｒ
）
　
”　
〕
つ
】

ｚ
い
ョ
　
０
宮
軌
Ｏ
　
∽
神
，　
〕
一
一ヽコ

一
Ｐ

ｚ
彗

あ

雪

∞

多

Ｆ

Б

と

，

の

序

に

拠

る

。

一刑
掲

（
１６
）

一
九
七
〇
年
以
前
に
発
表
さ
れ
た
論
文
は
以
下
の
三
論
文
。

ｚ
い
Ｅ
ｋ
α
コ
　
〓
一
ヨ
ゴ
　
一
〇
３
　
岸
や
一
　
〇
こ
Ｏ
Ｏ
　
汗
ゴ
宇
】

ヨ
い
Ｊ
】
い
　
の
中
い
　
】一勢
】

カ
シ

『
，
氏
ヨ
い
。　
Ｚ
一
＜
∽
ウ
　
コ
し　
　
　
，
Φ
り
仰

〕
宅
Ｑ
わ
ｍ
　
〓
【
ヨ
ゴ

”　
Ｚ
ゴ
”
Ｄ
　
う
い
労
く
　
汗
ｋ
　
つ
一
ゆ
ヨ
　
一一つ
一
　
Ｏ
γ
　
「
「
宅
Ｄ
∝
】

Ｚ
一
Ｆ
∽

∞
の
）

岸
０
の
時
・

じ
宮
ｋ
　
中一
一
う
す

一一　
日
【
う
プ
　
ｏ
Ｊ
以
ｃ
　
Ｏ
こ
Ｏ
Ｏ
　
ポ
Ｊ
中
Ｈ
　
う
い
Ｆ
く
つ
　
一一い
４
　
コ
学

『
【
ヽ
コ
抑

イ
一
Ｆ
∽
　
『
時
〕

惇
０
一
い

ま
多

く
野

ｚ
訴
↑
氏
の
関
係
論
文
は
以
下
の
通
り
。

じ
去
↑
　
〇
映
ヨ
　
メ
ｒ
Ｏ
】
ｏ
Ⅸ
コ
　
●
申
　
Ｏ
〓
は
，
　
ｏ
ウ
Ｄ
∞
　
Ｏ
“
い
　
一】
伊
】
　
【｝
γ
　
一
弓
代
つ
い

さ
『
Ｃ
Ｄ
”
　
●
宮
０
●
　
ポ
ゴ
中
【
　
コ
孤
ｙ
々
勢
　
〓
”
　
】！
【
う
す
　
Ｄ
弘
ヨ
　
一
〇
‐
ヽ
∞
　
　
Ｚ
Ｏ
Ｆ
∽

庁
卜
∞

】
卜
一
】

】
〇
「
ず

く
争
Ｄ
閃
　
Ｆ
支
つ
い
　
コ
Ｄ
●
　
＜
げ
　
一
ゴ
守
【
　
一や
一
】

”
ダ
　
均
弓
一」う
員
　
Ｈ
　
，
自

ヤ　
Ｚ
Ｏ
Ｆ
∽

岸
い
切
・
】
匂
一
・　

一
の
【
≡

し
映
↑

一
夕
〓

ｏ
一チ

つ

て
伊

主
手

Ｈ

一す

一

ロ
ツ

月
●
力き
勢

ｚ
ｏ
Ｆ
∽

】
雷

・

＜
ミ
（キう
い
や　
　
Ｚ
Ｘ
〕
日
ｙ
〓
　
Ｚ
中
】
一
ｏ
『
一

（
２４
）
表

１
２
の
作
成
は
、
前
掲

（
控
）
身
≡

〓
ｐふ
す
論
文
中

の
表
よ

り
示
唆
を
一党
け
た
。

（
２５
）

『
後
漢
書
』
南
蟹
西
南
夷
列
停
　
建
武

一
六
年
の
作

徴
側
者
浄

れ
縣
穫
将
之
女
也
。

（
２６
）

『
後
漢
書
』
馬
援
列
停
　
建
武

一
八
年
の
際

軍
至
浪
泊
上
。
興
賊
戦
破
之
。
新
首
歎
千
級
、
降
者
高
鉾
人
。

（
２７
）

『
後
漠
書
』
同
列
停
　
同
年

援
追
徴
側
等
至
禁
賂
。
歎
敗
之
。
販
遂
数
走
。
明
年
正
月
、
斬

徴
側
徴
弐
。
停
首
洛
陽
。

（
２９
）
前
掲

（
１
）
後
藤
均
平
論
文

・
前
掲

（
１３
）
〓
暑

∽
中

〓
留

ｚ
当

‘他
。

前
掲
後
藤
均
平
論
文

前
掲
　
】
Ｉ
す
る

て
ふ
↑
子
Ｆ

他
。

前
掲

（
１
）
桜
井
由
弱
雄
論
文

軍
↑
子
ｏ
３
呂

命
ョ
Ｐ
前
掲

（
１２
）
所
収

軍
す
好
コ
景
“
言
針
い
前
掲

（
２３
）
所
収

耳

↑
子
コ
３
属

命
承
Ｐ
前
掲

（
１１
）
所
収

ｚ
掌
∞
沖
費
】や
２
増
ｏ
〓
三
一
つい
ｏ
ョ
”
ュ
と、と
，
前
掲

（
１２
）

所
収
【
”
汗
つ
ｏ
ギ
一多

年
≡

賢
卦
Ｐ
前
掲

（
２３
）
所
収

】あ

ｚ
増
ｏ
ギ
軍
Ｆ
前
掲

（
１１
）
所
収

14     1323

コ
嗅
　
Ｄ
３
Ｊ
　
ゴ
ウ
Ｄ
閃
「
耳
氏
コ
い

Ｆ
一
ｏ
ゴ
　
″
中）
く
一Φ
↑　
Ｚ
炒
ヨ

Ｚ
ぬ
Ｊ
序
ф
ｏ
　
　
一
つ
∞
∞
‘

20 19     18     17 162 1
（
２８

）

（
３０

）

（
３‐

）

（
３２

）

（
３３

）

34
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補
註
　
　
ハ
イ

・
バ

ァ

・
チ

ュ
ン
の
起
義
に

つ
い
て
は
、
日
本

の
ヴ

ニ

ト
ナ
ム
史
研
究
書

・
概
説
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
し

か
し
、
ハ
イ

・
バ
ァ

・
チ

ュ
ン
を
取
り
巻
く
諸
将

の
伝
説
に

つ

い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
皆
無
と
言

っ
て
よ
い
。
僅
か
に

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の
中
学
の
歴
史
教
科
一書

の
邦
訳

『
ベ
ト
ナ
ム
　
ー

世
界
の
教
科
書

＝
歴
史
』
で
次

の

一
節
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な

い
。

「
山
岳
地
と
平
野
部
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
人
民
と
泰
将
が

こ
れ
に
呼
応
し
た
。
大
勢

の
女
性
が
蜂
起
に
加
わ

っ
た
。
安
辺

（
ハ
イ
フ
オ
ン
）
か
ら
黎
員

（
レ

・
チ
ャ
ン
）
は
男
女
の
義
軍

を
率

い
て
徴
姉
妹
を
援
助
し
た
。
安
涌

（
ハ
バ

ッ
ク
省
）
か
ら

は
聖
天

（
タ
イ
ン
テ
イ
エ
ン
）
が
軍
を
率

い
て
徴
姉
妹
に
従

い

先
鋒
の
将
と
な

っ
た
縁
河

（
タ
イ
ビ
ン
省
）
か
ら
は
八
難

（
バ

ッ
ト
ナ
ン
）
が
人
民
と
と
も
に
蛭
起
し
た
ヴ

ィ
ン
フ
ー
の
娘
詔

花

（
テ

ェ
ウ
ホ
ア
）
も
家
は
貧
し
か

っ
た
が
、
義
侠
心
に
厚
く

徴
姉
妹
に
従

っ
て
敵
を
攻
撃
し
、
大
き
な
功
績
を
収
め
た
」
。

称名

称
称
称
封

名
名
名
敗

の
封
封
の

前
敢
救
＞

以
の
の
１３

サヽ

りヽ

，

‐３

８ ５

８ ５

８８

＜

‐２
‐２
‐２
年

称
＜
＜
て

一

名
年
年
年
十

名
の
み
死
四
二

日
前
興
興
興
隆

項
生
重
重
重
興

■
２
３
４
５
６

史
苑

（第
四
九
巻
第
二
号
）

『峯事住ヨ幽幻雲葺身謹』
一-28神 の年代別敢封名称一―

表

- 1

37 36 35

バ
ァ
‘
チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）

以
下
の
括
孤
内

の
数
字
は
表

１
２
の
数
字
に
相
当
す
る
。

汀

ゆ
子

の
ヨ

ざ

ｚ
讐

あ

〓

討

「
ご

・

吾

暑

押

前

掲

（
１１

）

所

収

松
本
信
広

『
印
度
支
那
の
民
族
と
文
化
』
　

〕石
波
書
店

一
九
四
二
　

十
①
七
夏

（
本
稿
は

一
九
八
七
年
度
修
士
論
文
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
士

論
文
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
京
都
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
桜
井

由
射
雄
先
生
に
資
料
を
お
借
り
し
、
ま
た
数
々
の
御
教
示
を
頂

い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
）

憶
ま
ま
翠
督

ｉ
一豊
舘
ま
，
争
忠
軸
掛
革
〓
‐
離
紺
辞
■
，…―十
軒
軸
甜
■
併

■ 2 3 4 5 6

1 嘉磨吾感霊武大王 士里 士王
士王仙

嘉鷹大王 善感 霊武

2 布蓋字祐彰信崇義大三 汚興 布蓋大王 字祐大王 彰信 崇 義

3 明道開基聖烈神武呈帝 越光復 明道皇帝 開基 聖烈神武

4 英烈仁孝欽明聖武皇帝 李碑子 英烈皇帝 仁孝 欽明聖武

5 天祖地主社稜帝君 后緩 社緩司帝
君

天祖社桜
帝君

地 主

6 徴聖王 徴lgl
徴弐

憂貞夫人 人
人
夫
夫
烈
勝
威
敬

貞
順
純
保

7 貞烈夫人 乍斗土妃 協正娘 協正祐善
夫人

貞ズ!! 真猛

8 成明勇烈題忠佐聖字祐大
三

光孝 成明勇烈 穀忠 佐聖 年祐

9 校尉英烈威猛輔信大王 李翁仲 英烈王 威猛 車南イ言

太尉忠勇武威勝公 李常傑 忠輔公 勇武 成 勝

保国鎮霊定茅吊城陸大王 蘇 百 城陸神 保 園 鎮霊 定邦

洪聖佐治王 海巨雨 洪聖 匡図 忠 武 佐7台

都統匡団王 黎奉暁 都統王 匡図 佐聖

太尉忠恵公 斥ら慎 忠恵公 武亮 (後 t 加わる)

却敵威敵二王 張
張喝

王
王
大
大
敵
敵
却
威

善佑
勇敢

助順
昇頁舟券

証安佑固王 李服蛮 証安囲 証安王 明鷹 佑國

17 回天忠烈王 李都尉 回天神王 中
心

成武 助 順

果毅岡t正二 高魯 果毅正 1刊り上L 威恵

磨天化育元君 元君 后土夫人 后土地祇
夫人

元忠 鷹天化育

康利大王 龍度王氣
之君

廣利大王 聖佑 1戎湾 年感大王
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陽
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推
て
椰
ｍ

い
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い
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山

性
―

敵
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向
町
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約
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Xhu ph下i6chan n16 Cilall(i【ず〔)
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l trlォ1くcとそ、R々
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`

n lllふnh i16【i
lをW(」uをinに

↓ドPド:‖名法子
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史
苑

（第
四
九
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第
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号
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奮三象性を示す 。…頼
:斯
紀 郎
所 在 ■也 及 び 人 名

≡
≡
崇
鉢
品
繰
赳
津
患
意
ま
新
主
群
打
Ｈ
単
感
一
ユ
■
車
す
，
守
革
率
排
景

明二昭感大王 銅鼓山神 天下主盟
福神

霊態大王 昭感 保佑

開元威駁大王 天神 開元威憲
大王

隆著 忠武

沖天威信大王 土 神 沖天神三 勇烈大王 昭磨 威信

佑聖頴磨王 山精 佑聖王 匡国 顕鷹

開天鎮国大王 (藤 州の
上神

年
年
開天城陸
輔

王 鎮 園

忠弱成顕大三 土令長 忠瑠王 武輔 威頴

言護国王 土神 善公図公 霊磨 彰武

利済通憲王 火龍之精 利酒王 霊通 悪信

チ
ュ
ン
の
起
義
の
伝
承

（早
川
）
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